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W学科が秘める可能性の発掘を

～W新聞合冊号増刷に寄せて

本冊子は、2009年度に和光大学教育重点充実事業として実

施した「包括的共生概念の構築」というプロジェクトに合わせて

発刊した4号のWpaper(通称W新聞）を下敷きに合冊・加

筆改訂したもので式

ちょっと違うなと考えるようになったとしても、選択肢はいろいろ

探ることができるはずで式そもそもW学科の核心は、人や環

境や文化など、幅広い《異質なもの》との共生に興味はあるが、

自分が社会のどこから求められているかわからないという段階の

若い人たちを刺激する場となることですもそうした学生さんたち

をもっと多く迎えたいと考えていま式W学科にはさまざまな期待を抱いて入学してきた学生さんた

ちがいますbそうした在学生の人たちも、もう一度、自分たちが

選んだ場を見直す手がかりにしてくれるといいなと思ってこの冊

子を編集しました。現在は過半数の学生さんが入学時には保健

体育教員の資格取得を希望していますb教員になるには資格が

不可欠ですから、本気で教員を目指す人は全力で取り組んでく

ださい。

2009年度にW新聞を作成してからすでに4年の月日が流れ、

学科の卒業生もすでに3世代が旅立ちました。さまざまな進路

の卒業生たちがいま式在学生たちにも、入学時からは想像も

できないような変化をしている人がいます。今回の改訂では、そ

うした人たちの情報や、学科の日常をもっと伝えるためのページ

を追加しました。在学生も、これからW学科への進学を考える

人も、ひとつの手がかりにしていただけると幸いで式しかし、その一方で、W学飛陰体を見渡せば、小さな学科で

あるにもかかわら説目指している射程は広いので式保健体

育教員志望であっても､地域との交流やら環境へのまなざしやら、

体育大学にはない幅広い教養を備えた、ひと味もふた味も違う

人材として社会に巣立ってほしいですし、職業としての教員は
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【巻頭言】

W-ProjectPaper(Wプロジ

身体環境共生学科学科長野中 曾擁マ
ノ届．

乙囮★wに寄せる想い』
これは和光大学の公式ロゴ。もちろん、Wakoという英語表

記の頭文字のWをデザインしたものですbつまり、和光大学＝

W大学。身体環境共生学科は、そのW大学のなかで、さらに

W学科という略称で呼ばれていますbWのなかのWというわけ

ですb専任教員が8名という身体環境共生学科は、こじんまりし

た小さな学科ですが、今のところはおそらく全国でも本学だけに

ある学科で、名前からはそれが何をする学科かはよく知られてい

ないでしょう。それに、どうしてWなのかも、すぐにはピンとこ

ないかもしれません。

学科の核にあるキーワードはr共生」ですb「きようせい」と

いう音は、『強制」とも「矯正」とも書けるので、誤解されるこ

とを恐れてもいるのですが、学際的で間口の広い学科で、少人

数ながら教員の専門分野は相当に幅広く、そこを貫くひとつの言

葉は「共生』しかないと私たちは考えましたし、集ってくれた学

生たちとともに考え、実践していきたいのが、まさに『共生」に

他ならないと考えていますb

和光大学には学科名をアルファベット1文字で略称する伝統が

ありますbアルファベットは26文字しかありませんし、過去に使

われてきた文字は『永久欠番｣になりますので、それほど自由に

命名できるわけではありませんが、学科の英語名称を考えるな

かでWが選ばれました。「共生」という言葉は単純に辞書を引

けばcoexistenceとか、commensalismとか、symbiosisと
かいったものが書かｵ'rていますが、どうもピンとこなかったんです

ね。私たちが目指しているのは、さまざまな意味での「良い状態

wellbeingjではないか。自らの身体のwellbeing、さまざまな

身体をもった他人とのwellbeing、地元の人たちや環境との

wellbeing、もっと遠くの異国の人たちや異文化との

wellbeing、それが私たちの学科の共通部分なのではないか。

そうした視点でものを考えて学生時代に学んでいくことが、社会

に旅立っていく学生にとっても大事なことだろう。そう考えていま

すb

そうした想いをこめて、学科名は、DepartmentofHuman
andEnvironmentaIWellbeingとなりました。

★Wプロジェケトの始動
この新聞は、私たちが「Wプロジェクト」と通称している

2009年度の活動の一環として創刊されたもので、本年度に4

号まで出すことを目指していますbこのプロジェクト、正式には

ー

和光大学の教育重点充実事業の「包括的共生概念の構築」とい

う名称で採択されたものですb学科の専任教員8名で出発し、本

年度前半期はそれぞれの教員の報告による月1回の研究会を重ね

ながら、秋には共生をテーマとしたシンポジウムを開催する予定で、

最終的な成果は、学生たちの副読本か教科書になる形での出版を

目指していま式しかし、学科教員の枠にとらわれ式さらに広い

視野から「共生」を考えていきたいと考えFていますし、それが事業
の本来の趣旨でもありますので、ご関心がおありの方は、是非とも

研究会にもご参加ください。わざわざ｢包括的｣とうたっているのは、

｢共生」がそれほど幅広く、人によって見方が異なりうる概念だと

いう自覚があるからですb

研究会はいわば学術的な共生学の追求ともいえますし、教科書

として成果が結実すれば教育にも還元できるはずですが、このプロ

ジェクトは教育事業であり、学生とのinteractionもとても重要だ

と位置づけていますbですから、限られた予算とマンパワーではあ

りますが、それぞれの教員が企画する共生イベントもいろいろ展開

したいと考えていますもこの新聞やWebなどでご案内することもあ

ると思いますので、ぜひご参加ください。教育といっても、教員と

学科学生だけでなく、職員の方、地域の方、などなど、多くの立

場の方に参加していただけることを願っていますbそれが「共生」

であり、ほんとうの「教育」とも思えるからで式

★共に生きるごとは簡単ではない
WはダブルU、つまりUandU、youandyouですbあなた

たちも､あなたたちも､みんなが違ったまま､共に生きることは､きっ

と人生にとって大事なことなのでしょう。ただ、「みんな違って、み

んないい」という標語を実現するのはそれほど単純なことでないこ

とも自覚していますbただ違いを許容すればいいのだ、というだけ

で結果が得られるとは考えていません。そもそも「共生」が共生

学という学問として成り立つのか、胡散くさく感じられる人もいらっ

しゃるでしょう。それが「学」になれるのか、そもそも「学

ology」となるのに必要な客観的論理性でどこまで論じられるもの
なのか、まだ答えは見えていません。論理を超越したかに見える学

生たちの伸び伸びとした日常とともに考え､実践していくつもりですb

ともかく、元気のある学科で、それが自慢で式ご注目いただけれ

ば幸いで戎
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2001年に和光大学に赴任した私は、翌年度から

フィールドワーク授業を担当し、学生と一緒に和光大

学が面する川崎市麻生区岡上（おかがみ）地域や鶴

見川流域を歩いて､次々と珍しい動植物に出会いまし

た｡自分の足もとの自然をまるで知らなかったことを、

ひたすら恥じ入るばかりでした｡特に学生が希少魚ホ

トケドジョウ（環境省レッドデータブック絶滅危倶IB

類）を発見したのは驚きでした｡それも宅地化された

大学周辺に残されていた小さな湧水にいたことは印

象的でした｡和光大学の周辺は地形が改変されてお

ら哉小さくとも湧水や斜面林が意外に昔のままで残

されていたのでしょう｡逆に農地や森であっても、地

形が改変されていたり､湧水が暗渠化されていたりす

ると、自然が豊かに見えても、生きものには住めない

場所になっていたりしますb

ここで生きものから見た世界というものを考えてみ

る必要がありますbユクスキュルという動物学者は『生

物から見た世界』（岩波文庫）の中で、「環世界

(Umwelt)」という概念を提唱していますb生きもの

は､それぞれの種ごとに異なる感覚器官をもって自分

の周りの世界を感知していて､周りの世界に異なる意

味をあたえて、自分の世界を構築しているというので

すbユクスキュルは、それをどの生きものにも共通な

客観的なものとして使われる「環境」という語で呼ぶ

のではなく､｢環世界｣と呼んだのですb

例えば､私たち人間は紫外線を見ることはできませ

んが､モンシロチョウは紫外線を見ることができます6

図1モソシロ千ヨウの雄（上）と雌（下

右図は紫外線-7イルターを用L1て撮影しだもの。人間力〈

と左図のように見えるが、モソシロ千ヨウカW見ると右図

うに違って見える。

私たちはモンシロチョウの雄と雌の翅（はね）を見比

べても違いがよく分かりません｡しかしモンシロチョ

ウの翅(はね)は、雄と雌で紫外線の反射率が異なり

ますbそのため、紫外線が見えるモンシロチョウには

雌雄の姿は白と黒ほどの違いに見ます(図1）｡つまり

同じモンシロチョウの雌雄を見ていても、我々人間と

モンシロチョウはまるで異なるものを見ていることに

なりますbおそらく、自分の周りの世界は､私たち人間

とモンシロチョウでは全く異なって見え､全く異なった

意味を持っているのでしょう｡つまり、生きものによっ

て異なる環世界に住んでいるということになります6

同じように都市空間を見ていても、「人間だけが住

むための空間」として信じている私たち人間とは異な

る環世界の住人である生きものには､まるで異なって

見えるはずですb近年、岩場に営巣するはず野烏が、

コンクリートを岩場に見立てて住む込み､都市烏化す

ることがありますb彼らの環世界では都市が立派な営

巣最適地に映っているのでしょう。

和光大学キャンパス周辺は緑が多いとはいえ､ほと

んどが宅地ですb我々は人間が住むべき場所と思って

います｡しかし、人間以外の生きものの環世界から見

ると、時には彼らに好適な住処を提供していることが

ありうるのです6

人間と生きものの共生は､そうした視点で考えてみ

る必要がありそうです6

(著作権保護）

－5－



【私のオススメ】

生涯スポーツを考える
－岡上ウオーキンゲとからだ－

毎年､身体環境共生学科では4月のオリエンテー

ション期間中に､新入生を迎えて岡上地域を散策する

ウオーキングが開催されています｡その企画書では

｢春です｡自然が残る和光大学周辺岡上地域を探索

し､春の香りをゆっくり楽しみながらちょっと隣の人と

観歩や歓歩をしましょう｡また学科が学生と取り組ん

でいる環境保護活動を知っていただく企画です｣と紹

介していま式

岡上地域は､自然とともに人が生活している気配が

感じられる環境にあります｡山の中の奥深い､手つか

ずの自然の中を歩くのではなく､自然と人とが共存し

ている所を歩いていますb野鳥の鳴き声や川の流れ

が間こえ､新緑や紅葉が眺められ自然に接することが

できますbさらに農道を歩き農業の風景を感じ取るこ

ともできますbウォーキングは､年齢､性別､生活のス

タイルに関係なく､私たちにとって必要な欠くことの

できない動作ですb特に歩くことは移動のための基本

動作であり､生活行動としての買い物､通勤､通学､散

歩などに必要な動作です6

スポーツライフ･データによると｢運動｡スポーツ種

目ごとに週2回以上定期的に実施している愛好者」

は､推定人口で｢散歩(ぷらぷら歩き)｣が1,738万人、

ウォーキング｣が1,213万人ともっとも愛好者が多いこ

とが明らかになっていますbその背景には生活習慣病

や体力低下を改善する上で､日常生活における健康

ています｡からだは頭を含む上体の重さを骨盤で受

け止め､それを腰から下の脚部で支えることになりま

式体重が60kgの人は片足に30kgづつ負担を負うこ

とになりますbヒトが直立し歩行するためには脊柱起

立筋､大殿筋､下肢の筋肉など多くの筋肉が動員され

ますbそれらの筋肉には､こぶし大の小さな心臓から、

休んでいる時も毎分4～5Lの血液を送り出していま

すb旧に10万回も拍動し､8トンもの血液を送り出し

ていますbドラム缶にして40本分にもなります61カ月

ではおよそ240トン､奈良の大仏様と同じ容積になり

ます｡激しい運動になると毎分15～25Lの大量の血液

を送り出さなければならなくなります6

血管の長さは約10万km､地球を2周半するほどの

長さになりますb中高年齢期になれば健康を維持し

躍動的に歩いたり､走ったりするためには､心臓を鍛

え､脚を鍛え､背中とお尻の筋肉を鍛える必要が生じ

ることになりますb電車､車､オートバイ､自転車など便
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る
こ
と
の
楽
し
さ
を
実
感
で
き
る
よ
う

”
し
ま
し
た
が
、
即
興
的
な
遊
び
の
活
動
の
中
か
ら
、
自
由
な
ダ
ン

挺
陛
や
つ
だ

垣
を
掲
げ
る

’

奏
蚕
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、
温
か
い
音
楽
の
応
援
で
、
場
が
活

の
ら
だ
め
て
、
地
域
と
大
学
の
連
携
の
意
義
を
感
じ
ま
し
た
。

達祭
２
０
０
９
に
て

一
ち
ゃ
っ
た
１
Ｖ

１
１

曲

よ
Lノ

I
にが 取終 ら5 旅

学
生
達
の
舞
台
活
動
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
和
光
学
園
理
事

長
（
当
瞳
の
石
原
静
子
先
生
か
ら
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

５
月
２
日
新
百
合
で
の
公
演
、
充
実
し
た
出
来
で
楽
し

く
嬉
し
く
観
ま
し
た
。

２
月
の
「
花
」
連
作
も
題
名
に
ふ
さ
わ
し
く
キ
レ
イ
に
ま

と
め
て
い
て
好
ま
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
今
度
の
は
、
ス
ケ
ー

ル
大
と
い
う
か
、
出
演
者
が
多
彩
多
様
で
若
さ
い
っ
ぱ
い
、

中
で
も
最
初
か
ら
最
後
ま
で
幼
児
・
赤
ち
ゃ
ん
ま
で
が
一
緒

な
の
は
予
想
外
で
驚
き
ま
し
た
。
自
然
な
形
で
お
母
さ
ん

た
ち
も
！
考
え
て
み
る
と
ダ
ン
ス
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
と
し

て
は
当
然
あ
る
べ
き
姿
な
の
だ
と
気
づ
い
て
、
次
々
の
変
化

を
充
分
楽
し
み
ま
し
た
。

卒
業
生
を
含
む
全
力
発
揮
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
地
域
の

芸
術
祭
だ
か
ら
こ
れ
が
本
当
の
姿
で
、
そ
の
意
味
で
も
貴

重
、
見
ご
た
え
の
あ
る
作
品
と
思
い
ま
し
た
。

そ
う
い
え
ば
「
か
わ
道
楽
」
の
実
践
も
同
じ
理
念
に
立
っ

て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
共
に
大
学
に
あ
る
べ
き
姿
を
体
現

し
て
い
る
の
だ
、
と
い
っ
そ
う
大
切
に
思
い
ま
し
た
。

卒
業
生
が
加
わ
る
意
味
と
も
関
わ
っ
て
き
ま
す
ね
。
私
に

は
見
分
け
も
つ
か
な
い
若
々
し
く
元
気
な
動
き
で
、
当
方
も

若
い
力
を
た
し
か
に
も
ら
っ
た
喜
び
で
明
日
へ
の
薬
に
な
り

そ
う
で
す
。

（
中
略
）

連
休
入
口
の
土
曜
日
だ
け
ど
満
員
で
、
和
光
関
係
者
も
あ

ち
こ
ち
で
見
か
け
ま
し
た
。

私
も
本
当
に
行
っ
て
よ
か
っ
た
。
あ
り
が
と
う
。
そ
し
て

機
会
が
あ
っ
た
ら
大
橋
ゼ
ミ
の
皆
に
よ
ろ
し
く
、
感
動
し
た

と
伝
え
て
ほ
し
い
。

「
旅
に
で
ち
ゃ
っ
た
」
は
一
見
奇
妙
な
題
名
だ
け
ど
、
中
身

ピ
ッ
タ
リ
で
広
が
り
と
奥
行
が
あ
り
、
誰
を
で
も
容
れ
る
良

い
命
名
と
分
か
っ
た
と
も
伝
え
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

セ
ン
ス
の
あ
る
メ
ン
バ
ー
が
あ
れ
こ
れ
揃
っ
て
い
る
ん
だ

な
。

皆
元
気
で
、
ま
た
ね
！

橋現
在
、
こ
の
よ
う
な
お
手
紙
や
ア
ン
ケ
ー
ト
に
残
さ
れ
た
観
客
の

方
の
感
想
や
参
加
者
の
体
験
談
を
も
と
に
、
「
旅
に
で
ち
ゃ
っ
た
」
で

起
こ
っ
ち
ゃ
っ
た
こ
と
は
一
体
何
だ
っ
た
の
か
…
に
つ
い
て
、
少
し
ず

つ
ゆ
っ
く
り
と
語
り
合
っ
て
い
ま
一
％

研
予
想

■
■
８
○
凸

究
室
編

（
大
橋
さ
っ
き
）
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ノ

ネ
パ
ー
ル
の
フ
ケ
ロ
ウ

【
１
枚
の
写
真
か
ら
】

３
月
末
に
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の

下
見
の
た
め
に
ネ
パ
ー
ル
を
訪
ね
ま
し

た
。
こ
れ
は
宿
泊
し
た
ホ
テ
ル
で
見
つ

け
た
フ
ク
ロ
ウ
で
す
。
む
こ
う
も
私
を

見
て
い
ま
す
。
な
ん
と
朝
８
時
過
ぎ
で

す
。
夜
行
性
と
ば
か
り
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
朝
も
行
動
す
る
ん
で
す
ね
。
ホ

テ
ル
の
オ
ー
ナ
ー
か
ら
前
夜
、
「
ホ
テ

ル
の
庭
に
フ
ク
ロ
ウ
が
時
々
や
っ
て
き

ま
す
よ
」
と
聞
い
た
ば
か
り
で
し
た
。

ネ
パ
ー
ル
や
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
、
日

本
と
比
べ
て
人
間
と
烏
の
距
離
が
近
い

と
い
え
ま
す
。

私
は
数
年
前
に
バ
ー
ド
・
ウ
オ
ッ
チ
ン

グ
に
目
覚
め
た
の
で
す
が
、
こ
の
フ
ク

ロ
ウ
も
普
通
の
デ
ジ
タ
ル
・
カ
メ
ラ
で

撮
影
し
た
も
の
で
す
。

今
で
も
双
眼
鏡
は
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。

深
山
幽
谷
の
珍
種
を
狙
っ
て
い
る
の
で

は
な
く
、
人
間
の
生
活
に
触
れ
合
う
領

域
で
目
に
す
る
烏
た
ち
に
興
味
が
あ
り

ま
す
。
肉
眼
で
十
分
で
す
。

た
と
え
ば
ス
ズ
メ
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ

で
も
ネ
パ
ー
ル
で
も
縁
起
の
良
い
烏
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
、

玄
関
や
居
間
、
店
先
な
ど
に
用
意
さ
れ

た
巣
箱
で
ヒ
ナ
を
育
て
て
い
る
姿
を
よ

く
目
に
し
ま
す
。
ネ
パ
ー
ル
で
は
、
外

壁
の
レ
ン
ガ
を
数
ヶ
所
は
ず
し
て
窪
み

に
し
て
、
巣
作
り
し
や
す
い
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
も
っ
と
も
、
距
離
が
近
い

が
ゆ
え
に
わ
ず
ら
わ
し
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
窓
を
開
け
放
っ
て
い
る
と
カ
ラ

ス
が
侵
入
し
て
、
台
所
の
食
物
を
さ

ら
っ
て
い
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ハ
ト

が
教
室
の
な
か
に
巣
作
り
し
て
し
ま
い

ま
す
。こ

う
し
た
近
さ
は
、
仏
教
や
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
に
み
ら
れ
る
不
殺
生
を
重
ん

じ
る
生
活
態
度
や
、
よ
り
良
い
来
世
を

求
め
て
布
施
を
し
て
功
徳
を
積
む
慣
習

か
ら
く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
渋
谷
利
雄
）

【
何
し
て
る
の
？
】

大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る
地
域
を
偏
愛
す
る
学
生

さ
ん
は
、
勝
手
に
い
ろ
ん
な
こ
と
を
始
め
る
の
で
面
白

い
。
研
究
室
に
色
と
り
ど
り
の
土
が
に
わ
か
に
広
げ
ら

れ
、
い
っ
た
い
何
が
始
ま
る
の
か
と
思
っ
た
ら
、
こ
の

土
で
ク
レ
ヨ
ン
を
つ
く
る
ん
だ
そ
う
な
。
色
と
り
ど
り

に
見
え
る
土
も
じ
つ
は
全
部
、
和
光
大
の
キ
ャ
ン
パ
ス

内
か
ら
採
取
し
た
も
の
だ
。
地
域
と
の
共
生
も
、
カ
エ

ル
を
捕
ま
え
て
み
た
り
、
土
を
い
じ
っ
た
り
す
る
な
か

か
ら
は
ぐ
く
ま
れ
た
り
す
る
。
い
き
な
り
理
念
か
ら
入

ら
な
い
と
こ
ろ
が
い
い
。
で
は
小
学
生
の
お
遊
び
か
と

い
う
と
、
和
光
に
は
こ
ん
な
と
き
に
ち
ゃ
ん
と
専
門
的

に
製
作
指
導
で
き
る
教
員
も
い
て
、
油
っ
ぽ
い
も
の
や

ら
、
パ
ス
テ
ル
調
の
も
の
や
ら
の
作
り
わ
け
ま
で
し
っ

か
り
と
教
わ
っ
て
い
た
。

二

プロジェケトの成果
一口-

包括的共生概念の
韓に向けて
震生Jは鐇舷くさご餐察り■え動1るか

Iﾘ休暇蝿14’1候』

2009年度のプロジェクトの成果は、

学科紀要別冊としての『包括的共生概

念の構築に向けて』（左）と、学科の

準教科書としての『身体環境共生学入

門』（右）という2冊の印刷物として

ご覧いただけます。いずれもWebで

もダウンロード可能です。冊子体をご

希望の方は学科教員までお問い合わせ

ください。

二 一 、 ” ‘

』 句一一面一

(デロゼ､ミの準教科書）

－8－



｢包括的共生概念の構築」現プロジェケトメンバー紹介

上野隆生(近代日本研究）
U

2008年度は｢学外研究｣で､主にドイツにいました｡イタリアにも足を伸ばしました｡昨年の夏休みには、
イタリアのシチリアにあるアグリジェントという古代遺跡を訪れました。写真はその際に撮ったもので
すb最近は、ドイツ・イタリアや日本のさまざまな風景を通じて歴史を考えてみようとしています6昨
年度に撮ってきた写真のいくつかは、「観光と共生の歴史」や「戦争と遺跡」といった授業の中でも
使い始めています6

Ｇ
『
『

一
一

小林正典(観光とそれに伴う諸問題）
最近は、ローカル・ルールやエコツーリズムのテーマを中心に、観光開発と環境保全の両立という問
題を研究していま式実情は現地に行かなければ分からないので、ダシrビングの可能な場所では必ず
潜って海の状況と生物を観察し、馬に乗れる場所では自然にダメージを与えないようホース・トレッキ
ングで森林、湿地、海岸を散策するように心がけていますb潜ったり馬に乗ったりするには、ある程
度の訓練が必要になりますが、一定のスキルを習得したことで、研究の範囲は大きく広がりました。
これからもいろいろな地域で身体を活用した現地調査を継続していきたいと考えています6'

小林芳文(発達運動学､特別支援教育学､ムーブメント教育･療法学）
2009年度から和光大学に赴任しました。趣味は、沢山あり、テニスは何十年も続けていますもイタリ
アのオペラ、カンツオーネを力一杯歌うこと、テナーサックスでの演奏などです630年以上に渡って、
障害児（者）の神経心理学アプローチであるムーブメント活動プログラム、アセスメント、遊具開発
の実践研究をしていますb子育て支援、療育特別支援教育に新しい風を送ることができ幸せです6

澁谷利雄(文化人類学､南アジア現代史）

主にスリランカの文化研究に携わってきました。インドやネパールにも足を伸ばしています6祭りや民
間信仰､食､大衆文化､民族紛争などをテーマにしてきました。最近は､人間と烏の関係や､休憩所（休
泊所）に関心をもっていますbまた、スリランカで沿岸保全のためにタコノキ植林のNGOにかかわっ
ていますbスリランカ野鳥観察会会員。

堂前雅史(動物行動学､科学技術社会論環境倫理）
講義では生物学や生命倫理を教えていますが、同時に学生と一緒に鶴見川流域で自然保護活動などを
していますb和光大学周辺の生きものと地域社会の面白さ、そして何よりも和光の学生の個性の面白さ
にハマっていますb｢道楽｣と称して学生と一緒にいろいろな面白いことをしていたら､最近は｢地域貢献」
といって褒められるようになり、いささか驚いていますも和光には昔の大学が持っていた不思議な輝き
があります6

野中浩一(公衆衛生学､胎児期環境学､双生児研究）
学生から色紙を頼まれたりすると「Beniceandhappy」とよく書いていました。気持ちのよい人間でい
ような、というくらいの意味ですb多少は見栄もまじった、エラソーな言い方をしたものですが、なん
のことはない、「うん、お前たち気に入った」と言ってもらえる資質は、そもそも学生のほうがずっと多
くもっていることに気づかされていますbそんな私の現在の共生課題は、文字通り、病んだ老親と日々
どう共に生きるかです6

〕

、 矢田秀昭(運動生理学､バイオメカニクス）
「髪」あたまの毛はなが～い友だちですがやぱいぞ11メタボがやぱい11目がやぱい11肩がやぱい11記憶
がやぱい11ブラックアウトやぱい!!あああやぱいところだらけだ!！しかし今年もめげずに富士登山、
ダイビング、キャンズクライミングミウォーキングミトライアスロンと躍動性を求め走りますb「静」か
に自然の音にからだを預ける瞬間があるからこそ「動」が生き生きと感じられます6

！声

大橋さっき(身体表現論､ムーブメント教育･療法）
いよいよ本番!と舞台直前に気合入れをするときも、ムーブメント教室で子ども達と一緒にダンスを楽し
むときも､皆が顔を見合せて「わ」になる瞬間がとても好きですb「生き物」としての「場」がそこにはっ
きりと現れ、同時に、一人一人の身体からもエネルギーが感じられるからで或個の命とは別に私たち
が生きる「場」の命があって、私達は二重の生命を生きている…。学生達と、「共に場を創る」喜びを
味わいながら、そんなことを最近ずっと考えています…。

－9－
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易

合間には遊んだりしつつ

遊んでいるように見えるかもしれません。

でも、楽しみながら、さまざまな才能を集めて、一つのことを気持ちよく成し遂げることは、

案外、社会に出てからも必要なスキルかもしれませんよ。（野中）
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【巻頭言I
'1

包括的共牛について
一口

五声

和光太裳_名誉教授一最首悟 １
百
皿
庇
恥
胴
盈

r

「包括的共生」の考えは、「共生」概念を取り戻し喚起し賦活

するものであることを素描する。

「共生｣はあるがままの､ある現象を指して言う。ある現象とは、

ある場所に複数の生きものが居て生きている、ということで、生

きもの同士の間には何らかの関係が存在することを含意する。

ただし無関係も関係の一つである。複数の生きもの同士という

場合、ウイルス、単細胞生物、多細胞生物、また細菌から昆虫、

脊椎動物、哺乳動物、その中の飛びぬけて特異な種であるヒト

という動物まで、さらにまた藻類から樹木までの植物を指式生

きものは場所に生きていて、その場所は非生物の物理的化学的

関係が張り巡らされていて、生きものは場所と関係する。この場

所を時間的空間的に広げてゆき、その最大をさしあたり歴史的

宇宙とすると、共生とは「宇宙における生きものが生きものと宇

宙に関係しながら生きていることをいう」ということになる。

争わず助け合って生きるという、人が抱く素朴な思いをもって、

弱肉強食（これも人の思いだったのだが）の厳しい自然を見て

みると、意外にも特定の仲良し関係が多々見つかって、それを

共生と名付けたのだが、すこし観察を続けると、一筋縄ではゆ

かないことがわかってきた。それで片利共生とか片害共生、寄

生などと名付けをすることになったものの、共生は複雑で、つ

いにニュートラルな「場に共にいる」という現象までなだらかに

接続する事態になってしまった。

別の言い方をすると、「私とあなたがここにいる」という関係

を探ってゆくと、関係はどんどん増えてゆく。「ここ」を「社会」

と置き換えると「社会」そのもの規定とあいまって「私とあなた」

の関係は多分数え上げられ説無数の中に溶け込んでゆく。「私」

も「あなた」も「関係体」であり、数え上げられない関係に結

ばれている。それを短く括れば「人は社会関係の総体」である。

ここで自然との関係も含めたいということになれば端的に「人は

関係の総体」である。「人」と生きものを置換して「生きものは

関係の総体である｣とすると､これは｢共生｣概念そのものである。

「生物間の関係の総体」の研究の必要性を言い続けてきた川

那部浩哉は､生物同士の暖昧かつ多義的な関係を強調する（『暖

昧の生態学』農文協、1996)。しかしそれは生物ではない遺伝

子にも適用可能である。遺伝子はある長さのDNA分子という構

造をもつが、その働きはあるタンパク質分子の酵素をつくりだす

ことにあるとすると、その製造にかかわるすべての酵素、それら

の酵素に対応するDNAすべて、一群のRNA、素材、水､pH、

それらを一つの場にまとめている細胞、その細胞に刺激を与え

0

I

一画

る因子などなどの関係の総体が遺伝子の働きである。遺伝

子と称するところのある長さのDNAを瓶に入れて放置すれ

ば、紫外線などによって、塩基欠損を起こし、修復など及び

もつかず崩壊してゆくだけである。

アンリ・アトランは物理原理にもとづく生物の構造の解明

と生起した現象の説明を試みる生物科学と、目的・意志・

未来をふくむ生物の機能(働き)の記述をはっきり分ける(『生

命科学と生命』国文社、1996)。生物の働きを生命といい、

生命は存在しない。存在するものを対象とする生物科学者

が生命学とか生命倫理に取り組むことにアトランはいたく嫌

悪する。生物科学者は生気論を排除したはずだからである。

しかし「あるがままに生きる」ことが人の一つの理想ではあ

るものの、人のほとんどの関心事は目的･意思･未来にある。

その関心事の一つとして生物の構造の解明にもいそしむの

である。したがって生命学、あるいは生命がくもの〉概念

を払拭し切れないとすれば､<いのち〉学と命名しなおし､<い

のち〉学こそが人の重要な営みであることを確認しなければ

ならない。

「包括的共生」とはくいのち〉学の目標である。目的・意

思の導入、あるいは擬人化を厳に戒めてきた生物科学、そ

して自然科学の範曉とどの部分か重なり合いたい社会科学

において､｢共生｣や「関係の総体」は「生きて暮らしている」

ことの中立的縮約表現になってしまった。その事態からの救

い出しをはかり、「総体」という考えに含まれる暖昧さや多

義性や複雑性や予想不能性・不可知性に向き合い、生きも

のや自然界･環境を最大限に考慮しながら、人の目的･意思・

未来の合意形成を図る｡そしてそのためには､実存しないくい

のち>を作業仮説としても､あるいは｢異なり｣が成り立つ｢こ

となり」とは、つねにく異なり〉の背後にそのつど透視され

るなにごとかであって、それをく異なり〉を本質とする言語

(<言>）でとらえることはできない（小林敏明）という規定と

しても、思惟行為の中心に据えることが必要になる。「共塑

に人の思いを十分にこめること､それを｢包括的共生｣とよぶ、

ということにしたい。

ﾛ
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【私のオススメ】

聯陰シダ塞楽I圏吻侭禧後晏で
一一

スク－（(SCUBA)とは、SelfContained

UnderwaterBreathingApparatusの頭文字を集めた言葉
であり､ダイビング(Diving)は潜水を意味しま説このように、
空気ボンベ等の呼吸器具を使って水中で潜水をする活動をス

クーバ・ダイビングといいますbときどき空気ボンベのことを酸

素ボンベという人がいますが、一般のしクレーショナル・ダイビ

ング(RecreationalDiving)
中に使用するのは空気ボンベで

あり、空気ボンベと酸素ボンベ

は異なりますb

空気ボンベを使用すると、

水の中で長い時間活動すること

ができるので、いろいろな生物

やユニークな地形を観察するこ

とが可能になります6

急
〆T洲、

。＆、ロ.－－▲

d9
I、

しかし、深度が増すにつれて水

圧は高くなり、海水面で1気圧の水圧は、水深10mで2気圧、

水深20mで3気圧と変化し、深く潜れば潜るほどダイバーは圧

縮された空気を吸うことになりますb-般に空気中に占める酸素

の割合は21％にすぎ武残りのほとんどは窒素で構成されてい

ますが、私たちの体内は窒素を必要としないので、呼吸によっ

て体内に取り込まれた空気は、二酸化炭素と窒素の形で体外に

排出されますb陸上では窒素の排出に問題は生じないのですが、

水中に深く潜った場合、圧縮された空気を体内に取り込む結果、

体内に残留する余分な窒素を完全に排出するまで相当な時間を

要しますb水深10m以下の場所から急に浮上すると、窒素が

気泡化する等の現象によって減圧症になる恐れがあるので、水

底から浮上する際は1分間に10m～18m以下のゆっくりした

速度を保ち、十分に時間をかけて体内の窒素を排出することが

重要になりますも現在では危険を避けるために、水深20m近く

まで潜降して30分～40分程度活動した場合、水深3m～5

mに少なくとも3分間とどまること（安全停止）がダｼrバーの共

通ルールになっていますb

安全に水面へ浮上した後は、激しい運動をすると体内の窒素

が気泡化して減圧症になる可能性が高くなるので、しばらく休

息をとって体を安静に保つ必要がありますbスクーバ・タシrビン

グの終了後、ダイバーは老若男女を問わ談その日の潜水記録

をログブックに記録（ログ付け）するのが一般的ですが、最近

は撮影器材の開発が進み、素人でも手軽に水中撮影を楽しむこ

とができるようになりました。その結果、ログ付けのときに自分

が撮影した生き物を水中ツアー同行者と見せ合い、画像ファイ

ルを交換するのを楽しむダイバーが増えていますbこれは私が沖

縄で体験したことですが、スクーパ・ダイビン終了後のログ付け

の際、60歳を超えた男性ダイバーが、自分の撮影した海の生き
物をプリクラの形状に写真印刷し、20代の女性ダイバーたちに

配っている光景を目の当たりにしました。女性ダiイバーたちは喜

んで自分のログブックに貼付していましたが、ダイバーでなけれ

ばこのような年齢を超

－

雷‘誼

えた関係は成り立ちに

くいだろうと感じまし
ふ

ﾉこ◎

さて、ログ付けを終

えて十分休息した後は、

どのような過ごし方が

望ましいでしょうか。

体内の窒素が抜けきらない間は、気圧の低い場所に行くと体内

に支障をきたすので、高所への移動、例えば登山の計画等を翌
日に組み入れないようにする必要がありますb飛行機に搭乗する
場合、一般に客室内は低圧に保たれていますので、搭乗するに

は窒素の排出が進んだ後でなければなりません。このような理

由により、スクーバ･ダイビングの代表的なマニュアルの中では、
反復的なダイビングや複数日にわたるダイビングを行った後、

18時間あるいはそれ以上待ってから飛行機に搭乗すべき旨が記
されていますb仮に帰路の飛行機が早朝の便であるならば、搭

乗前日の午後はスクーバ・タセイビングをしない方が望ましいとい
えますb

スクーバ・タシrビングの終了後、冷えた体を温めながら潮を
落とすために温泉を楽しむ方がおられますが、熱い湯につかると

体内で窒素が膨張して血液の流れを阻害し、減圧症になる可能

性が高くなりま魂冷えた体を温めることは大切ですが、スクー
バ・ダシrビングの終了後は、ぬるめの湯につかるのが無難と思
われますb

謡
えることがよくありますもこれらのアクティビティは、ガイドさん

の同行によってエコツアーの形になるのが一般的ですが、最近
は一人でも参加できるツアーが少なくなく、見知らぬ旅行者同
士がツアーの場で仲間になって楽しむパターンも増えていま式
また、小型船舶操縦免許を持っていれば、船や水上オートバイ

をレンタルして、ダイビング・ポイントの周辺海域をクルージン

グすることも考えられますが、私の経験からすると、初めて航行
する海域ではどこに暗礁があるか分からないので、詳しい方に同

乗してもらうのが理想的と思いますb日本の場合、水上オートバ
イは航行できる海域が限られるので、旅行前によく調べておく必
要があるでしょう。

なお、個人的に

は、登山用具とタとイ

ビング器材をあわせ

ると荷物が相当多く
なるので、登山とス

クーバ・ダシfビング

はできるだけ同じ旅

行日程に組み入れ

ないようにしていま

すbとはいえ、屋久

一_---．一一一

島などの場合、登山とスクーバ・ダイビングの両方が楽しめま

すので、どうしても両方のアクティビティを旅行日程に組み入れ

たくなりますbそのような場合は、登山の日程がスクーバ・ダイ
ビングの後にならないように配慮することで、問題を解決するこ
とができるでしょう。

(小林正典）
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包括的共生概念の構築～第1回定例研究会よLﾉー

異質なものとの共生～公衆衛生学の視点から～

I

私は身体のはたらきやら、保健にかかわる講義を担当

しており､本学への赴任前の医学部勤めで学んだ公衆衛生

学publichealthもそのひとつです6公衆衛生学は日本で

は医学教育の一科目ですが、アメリカなどでは、臨床医学

とは独立した予防医学のひとつとして、独立した教育組織

になっていますb個人が癌に罹患するリスク要因を避ける

ためのpersonalhealthの積み重ねがすなわちpublic

healthになるといった話であれば､個人も公衆(集団)もあ

まり区別する必要はないのですが、講義ではそう単純でな

い事例を2つとりあげて話をしていますも

ひとつは、長く人類の敵とされてきた、病原微生物に対

する取り組みですbこうした病原体は肉眼では見えません。

抗生物質や抗ウイルス剤にしても､ワクチンにしても､それ

が病原体と闘っている場面を私たちは直接｢見る｣ことはで

きません｡見えるのは病に苦しんだり、病が癒えたりする人

間の姿だけで式そして見えない世界で起こっているはず

の｢理屈｣だけで､私たちはときに病人の自由を制限して隔

離したりして闘ってきました｡患者個人にとってはhealth

を制限することが、流行を阻止し、ほかの人間たちの

healthを高める、というわけです6治療薬やワクチンの量

が､国民全体にいきわたるだけない場合､使えるのは誰か。

早いもの勝ちなのか、優先順位をつけるのか、つけるとし

たらそれは誰なのか｡これもまた健康の不平等を意味しま

すbいのちの重みに差をつけるという意味で、これは皆が

wellbeingになればいいという牧歌的共生理想に､現実的

な課題を投げかけますb

もうひとつ取り上げているのが、高齢社会になった日本

がこれからずっと抱えつづけるであろう高齢者との共生の

話で式これは､対象が人間であり､目に見えるものですb高

齢者がいずれ病んで死ぬことは避けられず、看護､介護な

どの対応が必要になります665歳以上の高齢者割合は、遠

野中 愈生
ノロ

からず30％に近づいていくでしょう｡そのとき､私たちはど

う対応するのでしょうか｡学生には100のマスのうち30個

(高齢者）を塗りつぶしてもらいました｡連続した30個を

塗ったもの(図A)､ばらばらに塗ったもの(図B)､いずれも

30％ですが、印象は大いに異なりますbAは高齢者を専用

の施設にまとめた様子、Bはそれぞれの家庭にとどまって

いる様子､という風にも見えますb高齢者もまた異質な存在

ですbそれをAのようにまとめることは､効率的で合理的な

考えかもしれません｡しかし､これは隔離､分離の発想であ

り、多くの人から「見えなく」するやり方です｡いくら異質と

いっても､人とウイルスの共生とは異なり、これは人と人の

共生の問題であって人は他人にその心の存在を意識しま

すbとくに日常的に見えていれば､その意識は必ず生じるで

しょう｡でも､効率だけを追求することで､見えない非日常に

追いやれば､それはもはや病原微生物と同じ､つい論理的

な共生や、排除の思想に偏ってしまうかもしれません｡さり

とて､Bのようにすべてを日常のままに残すことも、個別の

wellbeingを低下させる可能性も高いでしょう。

宮崎駿の｢崖の上のポニョ｣には､高齢者施設と子どもた

ちの育児施設が同じ敷地に併設されている様子が描かれ

ていますb若者が高齢者の身近にあること､高齢者が子ども

たちとともにあること､人と人の共生であれば､互いに見え

ていることが出発点のように思えます6

A B

図非日常の30%(A)と日常にある30%(8)
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包括的共生概念の構築～第2回定例研究会よLﾉー

障害者の生き方とムーブメント教育。療法理念の接点に思う

小林芳文

彼の記事も多いのです。「文字は線で表すもの」という

常識を乗り越えて､｢点で表す､表現する」という功績は、

コミュニケーションの新しい流れを作りました。「さわ

る文化への招待」という本を書いた全盲の広瀬浩二郎氏

は､「自分は､目が見えないことで､さわる文化､｢手学問」

に出会ったといいます。私の関わっている障害児ムーブ

メント教室でも、子どもが触りたくなるような多様な遊

具を提供し、活動をドンドンしてもらっています。「ア

クティブ・タッチ」ということばを私はよく使います。

受け身でなく気持ちを入れて触れたり動かしたりする

と、より脳が活性化するからです。

全盲で聲者である福島智氏は、彼独自のコミュニケー

ション手段である「指点字」という方法を母親と共に考

案しました。それは指先を点字タイプライターのキーに

見立てて打つ方法です。彼はこの4月東京大学の先端科

学技術研究センターの教授に昇任しました。私がかつて

勤務していた東京大学教育学研究科でも､｢バリアフリー

教育開発研究センター」が発足しました。和光大学では

大勢の障害者が学んでいます。共に生きる環境作りに、

ムーブメント教育・療法の考え方を学生と共に発信し続

けたいと思います。

零
今年は､障害をお持ちの方々の元気な話題が､実に豊

富で、それも心温まることが多いです｡辻井伸行君（20

歳)は､米国でのバン・クライバーン国際ピアノコンクー

ルで、優勝という快挙を成し遂げました｡2009年6月8

日の新聞は、全盲ピアニストが制覇した感動とその栄誉

を称える記事でいっぱいでした｡視覚が不自由というハ

ンディを乗り越え、「天から降る美しい音色｣と評される

ような、彼独特の音楽の世界にみんなを引き込むピアノ

演奏であるそうです｡目が見えないことで､彼は人の何十

倍もの時間をかけて練習に練習を重ねて、自分の世界を

作るのだといいます｡一日8時間の練習は普通であり、ピ

アノが好きで好きでたまらないと感想を述べているテレ

ビのインタビューを聴いて､私は､なるほどとうなずくこ

とが出来ました。2歳の時から遊び感覚でおもちゃのピ

アノを弾き､多くの曲は､使える耳で聴いて全て覚えたと

いいます｡楽しさと笑顔を大切にしているムーブメント

教育・療法も、「からだの全てで楽しく学ぶ｣ことに特徴

があります｡ストレングス（得意なこと）を、使った活動

は､きつい受け身の訓練より強いのです。

ご存じのように、ルイ・ブライユは、点字の考案者と

して知られています｡今年が生誕200年に当たる事から、

一
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い
る
。
写
真
は
魚
に
餌

を
あ
げ
て
い
る
と
こ
ろ
。

（
堂
前
雅
史
）

百

鋤翻し這い鱸罵鳳Ⅲ鶴 貝…

水族館の魚たちも学生たちが大学

近くを流れる鶴見川から直接捕獲

します（もちろん捕獲禁止の魚は

戻します)。環境との共生もW学

科の柱のひとつ。《足もとの自然

から考えよう》が基本です。その

ためにはなによりも身近な自然を

からだで感じることが大事です。

多くの学生は通り過ぎるだけの鶴

見川も、講義やらかわ道楽のサー

クル活動などで川に直接足を踏み

入れる作業をしていると､昔の《自

然大好き少年少女》の感性がよみ

がえってくる学生さんたちも多数

出現｡学びはそこから駆動します。

4

－16－
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上野降牛
（近代日本研究）

－年前（左）とは天地ほど違う毎日です。

私は社会科・地歴科・公民科の教科教育法を

担当していることもあって、5月末から7月

初めまで教育実習生の授業を見て回るのが大

きな仕事の一つになっています。朝5時起き

で出かけることもあります。もう一枚は、朝

一番の授業を見学してから大学に戻り、これ

から大学の授業のため研究室を出る直前の写

真です（右)。実習生には模擬授業などをし

てもらった上で送り出しています。学生の皆

さんも大変な思いをしながらもいい経験をし

ています。

小林正典
(民族関係論､東アジア地域の開発と法）

7月4日に、私が所属する日本スポーツ法

学会主催の｢スポーツ基本法立法専門委員会」

に出席しました｡会議の場では、現在､立法化

が進められている｢スポーツ基本法｣について

報告と意見交換が行われました｡「スポーツ基

本法｣は､現行の｢スポーツ振興法｣の改正とい

う形ではなく、新しい法律として動き出す可

能性が高いようです｡ただし､与党側が推進す

る法案には、市民の視点からスポーツを権利

として位置づける「スポーツ掴の概念はな

く、逆に､オリンピックのメダル穫得のための

政策を推進する観点から、いろいろな条項が

盛り込まれるようです｡対案が野党側からも

出ているようですが、これには｢スポーツ掴

が明示される可能性があるそうで、衆議院選

挙によって政権交代の可能性が高い現在､「ス

ポーツ基本法｣制定の行方に注目しています。

野中浩一
(公衆衛生学､胎児期環境学､双生児研究）

この2つの写真、親子といっても通るかも

しれませんが、50年を隔てた、同じゲノム

をもつ個体です。ずいぶん変わったような、

ちっとも変わらないような。原子レベルでい

えばすっかり中身は入れ替わっているはずで

すが、自分の心のなかでは連続した存在に違

いないという確信があるのは、考えてみれば

不思議な話です。今日の自分が昨日の自分と

常に共生してきた結果なのだとはいえ。

毒 堂前雅史
(動物行動学､科学技術社会論､環境倫理）

大学生の頃､芝居にはまって､野田秀樹が主

宰していた劇団｢夢の遊眠社｣というところで

裏方をやっていました｡多くの異能が集まり、

24時間学生管理の劇場での自由な活動は、本

当にしんどかつたですが、普通の学生生活を

送ってては決して味わえないエキサイティン

グな時間を過ごすことになりました｡お陰で、

大学を5年間やることになってしまいました

が、1年分学費を余分に払っても十分おつり

のある時間を過ごせました。

澁谷利雄
（文化人類学､南アジア現代史）

6月にスリランカ研究フォーラムを開きました。

スリランカの文化・社会、日本との関係に関心を

もつ研究者、市民学生、在日スリランカ人が、

情報を持ち寄り分かち合う場です。1995年から

ほぼ年2回のペースで開催してきました、今回の

テーマは、内戦終結を受けて、「スリランカ紛争

とはなにか」としました。紛争の原因や復興への

課題について、活発な意見交換がありました。

塞
団
一
画
函
。
■

，
伺
昆

小林芳文
（発達運動学､特別支援教育学、
ムーブメント教育･療法学）

私は、1980年当初､我が国ではまだ誰も手

をつけていなかった「ムーブメント教育・療

法｣の研究に着手しました｡その先進的な研究

に取り組んでいたドイツ、フランクフルト大

学には何度も足を運びました｡20年前に、そ

の大学教授夫妻(E'Kiphard博士）と、自宅で

撮った写真です（左上)｡その後、しばらくし

てニューヨーク州立大学客員教授として米国

に渡りました｡写真は、この領域の研究に裾を

広げた仲間達です（左下)｡私と今でも家族ぐ

るみのつきあいのある｣,Winnick博士（左隅）

と大学院生､学部長(右隅)です。

最近の写真(右)は、テナーサツクスを持っ

ている姿をご披露します｡ムープメント教育・

療法には､音楽が時に必要となります｡障害児

の方々に、より楽しいムーブメントの環境を

この音楽で提供したいと願っています。

FPI_

●

■『
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矢田秀昭
（運動牛理学､バイオメカニクス）

11年前の富士登山実習と2009年ダイビン

グ海洋実習での一コマです。1998年夏の富士

登山はこれから山頂を目指し5合目を出発すると

ころです。8合目で仮眠を取りご来光を目指しま

す。2009年夏のダイビングはダイビングポイ

ントを目指しボートで移動中です。水深30メー

トルまで潜降し出会う予定の魚はヒラメ、ドチサ

メ、イワシとカンパチ、その他いろいろです。こ

の10年間で穏やかに時間を過ごす『コツ」を学

んだようです。富士登山は2009年度も実施予

定です。

大橋さっき
（身体表現論､ムーブメント教育･療法）

ご存知の方には息子の写真に見えるかもしれませ

んが､左は､1歳9カ月の私です．･･･3歳の息子がこれ

は自分だと言い張りました…｡確かに似ているかもし

れません．“(笑)｡最近、益々わんぱくな息子に振り回

される日々ですが､彼の世界が更新される瞬間に立ち

あう度に、「生きる｣ことについて純粋に感動します。

そして､和光大生やムーブメント教室で出逢う子ども

達､息子の笑顔に触れ､「うれしいは正しい｣を実感し

ています｡今年の夏も学生達と熱い神戸（全国ダンス

コンクール)を楽しみたいと思います！－17－
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主 寺定点観測の勧め

和光坂の名物、メタセコイアの木は四季おりおりに姿を変える。

毎日目にしていても、その葉がいつ芽吹き、緑を週くし、色づき、

そして冬支度を贈めるか、知っているだろうか？三脚など使わ

なくても、たとえば毎週決まった暇日に定点で写真をとりつづけ

てみよう。今は高性能のデジカメが手ごろな価格で買えるし、撰

帯のカメラだって目的によっては十分のはずだ。最も急激な変化

は3月～5月、新入生を迎える季節だ。枯れ木から一気に緑が瀬

くなる。どの写真たちは2006年擾影だから数年前になるが、メ

タセコイアたちの営みは変わっていない。変わったのは地面が今

ではタイルで舗装されたことである。変わらないのが自然で、変

わるのが人工物であることもほの見える。何気ないことでも、「つ

づける」ごとで初めて気づくこともある。私がブロゼミを毎回ど

のテーマにしている所以でもある。（野中浩一）
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【巻頭特集】フイールドワ一ケ
フィールドワーケ特集①

今年も踊る神戸の薑！
和光大生がダンスコンクールに挑戦1

共通教養科目「身体表現，。E」（担当教員：身体環境共生

学科大橋さっき)の受講生･男女18名が､2009年8月上旬、

神戸市で開催された第22回全日本高校．大学ダンスフェ

スティバル（神戸）の創作コンクール部門に出場しました。

今年度の作品は･･･、

顧壼一

Ｒ
エ
カ
○
二
○
の
カ
ン
℃
エ
（
ク
ロ
ノ
グ
ラ
フ
）

ｌ
僕
が
今
、
僕
を
生
く
ｌ
」

弱
い
脆
い
不
完
全
頑
張
る
普
通
全
力
で

流
さ
れ
て
は
抗
っ
て
そ
れ
で
も
今
を
刻
み
生
く

と
て
も
身
近
で
あ
り
な
が
ら
、
か
つ
、
壮
大
な
テ
ー

マ
に
、
ま
さ
に
全
身
全
霊
で
取
り
組
み
、
春
に
授
業

で
出
逢
っ
た
学
生
た
ち
が
一
つ
の
集
合
体
と
し
て
生

き
、
夏
に
は
、
見
応
え
の
あ
る
作
品
を
創
り
上
げ
ま

し
た
。コ

ン
ク
ー
ル
の
予
選
は
通
過
し
、
入
選
は
果
た
し

ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
昨
年
度
の
よ
う
に
受
賞
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
け
れ
ど
、
本
選
の
学
生
た
ち

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
最
高
の
出
来
栄
え
で
、
私
は

と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
自
身
の
全
て
を
捧
げ
る
よ

う
に
し
て
「
今
」
を
刻
み
込
み
な
が
ら
、
作
品
と
一

体
化
し
、
そ
し
て
、
終
わ
り
の
な
い
作
品
に
立
ち
向

か
っ
て
い
く
姿
が
と
て
も
美
し
く
尊
く
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。
今
年
の
学
生
た
ち
も
、
昨
年
以
上
に
、
新
し

い
風
を
起
こ
し
て
く
れ
た
と
信
じ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
こ
か
ら
、
ま
た
、
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の

ｚ
ご
を
生
き
続
け
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
応
援
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
大
橋
さ
っ
き
）

〆
~､

、

＊
作
品
解
説
＊

私
た
ち
は
作
品
創
作
に
お
い
て
「
生
き
る
」
と
い

う
こ
と
を
考
え
た
。
続
き
続
け
る
今
の
連
続
の
中

で
、
認
識
し
た
瞬
間
に
過
去
に
な
っ
て
い
く
星
ご

を
確
か
に
自
分
が
刻
ん
で
い
く
こ
と
、
そ
れ
が

星
ど
の
「
自
分
」
を
「
生
き
る
」
と
い
う
事
だ

と
捉
え
た
。
自
分
に
対
す
る
理
想
や
ギ
ャ
ッ
プ
、

愛
し
さ
、
誇
ら
し
さ
、
悔
し
さ
、
憎
さ
、
や
る
せ

な
さ
、
そ
の
全
て
を
抱
え
な
が
ら
、
時
に
は
抗
い
、

時
に
は
同
化
し
、
受
け
入
れ
拒
絶
し
な
が
ら
も
自

分
は
自
分
に
帰
る
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
に
気
が

つ
く
。
普
通
に
見
え
て
も
不
格
好
だ
と
思
わ
れ
て

も
全
力
で
生
き
続
け
る
、
今
こ
の
瞬
間
を
挾
り
、

刻
み
続
け
る
こ
と
で
、
発
せ
ら
れ
る
パ
ワ
ー
を
感

じ
、
見
た
人
が
「
自
分
を
生
き
る
」
こ
と
を
意
識

す
る
き
っ
か
け
に
な
り
た
い
＊
＊
＊

ノ坐

（写真は、溌選本番直前の体育館練習の様子で､す）

～ 弓

フィールドワーケ特集② 三浦半島でカニの「お産」に感動
～文科系の大学だからできる自然環境フィールドワーク～

神
秘
的
な
そ
の
姿
は
多
く
の
人
の
感
動
を
呼

び
、
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
で
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
自
然
の
す
ば
ら
し
さ
が
有
名
に
な
る

と
、
困
っ
た
こ
と
も
生
じ
ま
す
。
見
物
客
が
増

え
る
と
、
ア
カ
テ
ガ
ニ
が
海
に
降
り
て
く
る
の

を
妨
害
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
こ
で
、
観
察

す
る
人
間
は
海
か
ら
観
察
す
る
よ
う
に
「
交
通

整
理
」
し
て
、
カ
ニ
が
森
か
ら
無
事
に
海
ま
で

降
り
て
こ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
カ
ニ
を
観
察
す
る
人
は
、
事
前
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ

小
網
代
野
外
活
動
調
整
会
議
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
か
ら
説
明
を
受
け
て
、
日
没
前
に
長

靴
を
履
い
て
海
に
出
て
、
陸
を
に
ら
み
な
が
ら
、

身
体
環
境
共
生
学
科
専
門
科
目
「
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
（
地
域
環
境
）
」
で
は
、
多
摩
三
浦

丘
陵
の
自
然
と
共
生
す
る
社
会
を
テ
ー
マ
に
、

様
々
な
調
査
・
見
学
を
行
っ
て
い
ま
す
。
８
月

は
合
宿
形
式
の
講
義
と
し
て
、
神
奈
川
県
三
浦

半
島
の
先
・
小
網
代
湾
に
行
き
ま
し
た
。
目
的

は
カ
ニ
の
「
お
産
」
の
観
察
で
す
。

小
網
代
湾
を
囲
む
小
網
代
の
森
は
、
湾
に
流

入
す
る
川
の
源
流
か
ら
流
域
ご
と
そ
っ
く
り
自

然
が
残
っ
て
い
る
、
首
都
圏
で
は
奇
跡
の
よ
う

な
場
所
で
す
。
そ
の
小
網
代
の
森
か
ら
ア
カ
テ

ガ
ニ
と
い
う
カ
ニ
の
雌
が
お
腹
に
い
っ
ぱ
い
卵

を
持
っ
て
降
り
て
き
ま
す
。
そ
の
夜
は
大
潮
で
、

潮
が
湾
の
奥
ま
で
満
ち
て
き
て
、
湖
の
よ
う
に

波
の
な
い
海
面
に
母
カ
ニ
が
そ
ろ
り
そ
ろ
り
と

降
り
て
く
る
の
で
す
。
ゆ
っ
た
り
と
上
下
す
る

波
間
を
縫
っ
て
、
海
水
に
入
っ
た
母
ガ
ニ
が
体

を
小
刻
み
に
震
動
さ
せ
る
と
、
卵
が
は
じ
け
て
、

広
が
る
波
紋
に
乗
っ
て
ゾ
エ
ア
幼
生
が
粉
を
散

ら
し
た
よ
う
に
泳
ぎ
出
し
ま
す
。
産
み
終
わ
っ

た
母
ガ
ニ
は
逃
げ
る
よ
う
に
、
陸
地
へ
と
急
ぎ

ま
す
。
森
の
カ
ニ
で
あ
る
ア
カ
テ
ガ
ニ
は
、
カ

ニ
の
く
せ
に
海
に
弱
く
て
、
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い

る
と
波
に
さ
ら
わ
れ
て
溺
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

母
カ
ニ
た
ち
は
命
が
け
で
子
供
を
産
み
に
来
て

い
る
の
で
す
。

観
光
客
が
気
楽
に
来
ら
れ
る
首
都
圏
に
残
さ

れ
た
自
然
を
守
る
に
は
、
見
物
客
対
策
の
よ
う

な
社
会
的
側
面
に
つ
い
て
も
考
え
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
和
光
大
学
の
よ
う
に
文
科
系
の
大

学
で
自
然
保
護
を
テ
ー
マ
に
し
た
授
業
を
や
っ

て
い
る
と
聞
く
と
不
思
議
に
思
わ
れ
る
方
が
い

ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
首
都
圏
の
自
然
保
護
に

は
生
態
学
へ
の
理
解
と
社
会
的
文
化
的
な
思
考

力
・
実
行
力
が
必
要
と
さ
れ
る
か
ら
こ
そ
、
和

光
大
学
の
得
意
と
す
る
分
野
な
の
で
す
。

９
月
に
は
１
２
０
年
の
歴
史
を
持
つ
東
京
大

学
臨
海
実
験
所
を
お
借
り
し
て
の
合
宿
で
、
磯

の
生
態
系
と
社
会
の
関
係
や
科
学
史
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。
学
生
た
ち
は
待
ち
き
れ
な
い
で
い

ま
す
。
（
堂
前
雅
史
）

日
没
と
共
に
カ
ニ
が
降
り
て
く
る
の
を
待
た
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

に出て

のを待つ

鐘
あ

‘も窪
●

－20－
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２
０
０
９
年
７
月
２
５
～
２
６
日
に
岩
戸
児
童
セ
ン

タ
ー
の
子
ど
も
た
ち
１
年
生
～
３
年
生
の
３
０
名
が
、

和
光
大
学
で
イ
ン
ド
ア
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま
し
た
。
「
野

の
学
校
」
の
メ
ン
バ
ー
は
、
学
生
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活

動
の
お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。
前
日
ま
で
の
天
気
予
報

で
は
当
日
雨
が
降
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
晴
れ

女
か
晴
れ
男
が
い
た
よ
う
で
、
２
日
間
共
と
て
も
良
い

天
気
で
し
た
。

今
回
の
小
学
校
低
学
年
イ
ン
ド
ア
キ
ャ
ン
プ
に
参
加

し
た
子
ど
も
た
ち
の
目
的
は
、
日
ご
ろ
の
活
動
や
行
事

へ
の
参
加
を
通
し
て
、
多
く
の
人
と
出
会
い
経
験
を
重

ね
る
こ
と
で
社
会
力
を
培
う
こ
と
で
す
。
一
方
で
、
私

た
ち
の
目
的
は
、
子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
指
導
力
を
高
め
る
と
共
に
、
児

童
館
の
職
員
の
人
た
ち
と
子
ど
も
を
指
導
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
職
場
体
験
す
る
こ
と
で
す
。

イ
ン
ド
ア
キ
ャ
ン
プ
の
第
一
日
目
は
、
９
時
に
集
合

し
倉
庫
か
ら
必
要
な
物
品
を
子
ど
も
た
ち
が
ス
ム
ー
ズ

に
運
び
出
せ
る
よ
う
に
準
備
を
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
１
２
時
に
子
ど
も
た
ち
を
迎
え
入
れ
開
会
式

を
行
な
い
、
最
初
の
イ
ベ
ン
ト
は
体
育
館
に
テ
ン
ト
を

張
る
こ
と
で
し
た
．
子
ど
も
た
ち
は
汗
を
か
き
な
が
ら

炎
天
下
の
中
、
倉
庫
か
ら
体
育
館
へ
と
長
い
列
を
作
り
、

寝
袋
と
口
ｌ
ル
マ
ッ
ト
を
わ
い
わ
い
楽
し
み
な
が
ら
運

び
ま
し
た
。
テ
ン
ト
設
営
後
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
す
い
か

割
り
と
発
見
ビ
ン
ゴ
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
夕
食
、
夜
の

文
字
探
し
と
花
火
を
行
な
い
ま
し
た
。
各
イ
ベ
ン
ト
に

取
り
組
む
子
ど
も
た
ち
の
様
子
は
汗
を
か
き
な
が
ら
も
、

生
き
生
き
と
し
て
い
ま
し
た
。
特
に
驚
い
た
こ
と
は
、

子
ど
も
た
ち
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
何
度
も
お
か
わ
り
す

る
食
欲
旺
盛
な
姿
で
、
「
あ
の
小
さ
な
体
の
ド
コ
に
入
っ

ち
ゃ
う
ん
だ
ろ
う
」
と
感
心
し
ま
し
た
。
ま
た
、
か
ぶ

と
む
し
を
見
つ
け
た
と
き
の
子
ど
も
た
ち
の
輝
く
よ
う

な
笑
顔
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の
仕
事
の
山
場
は
夜
に
も
あ
り
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
の
テ
ン
ト
の
横
に
口
ｌ
ル
マ
ッ
ト
を
敷
き
、
半

分
熟
睡
し
な
が
ら
も
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
あ
げ
る

仕
事
で
し
た
。
暑
く
長
い
忘
れ
ら
れ
な
い
夜
で
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
寝
返
り
の
多
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
昼
間

は
あ
ん
な
に
や
ん
ち
ゃ
だ
っ
た
子
ど
も
た
ち
も
、
寝
顔

は
と
て
も
か
わ
い
か
っ
た
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
寝
静
ま
っ
た
後
に
、
今
回
の
キ
ャ
ン

プ
で
子
ど
も
を
預
か
る
責
任
を
痛
感
す
る
場
面
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
児
童
館
の
方
た
ち
と
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
で
し
た
。
第
一
目
を
振
り
返
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

明
日
へ
の
十
分
な
体
制
を
整
え
る
話
し
合
い
で
し
た
。

二
日
目
は
６
時
に
起
床
し
、
お
に
ぎ
り
と
お
味
噌
汁

の
朝
ご
は
ん
を
食
べ
、
プ
ー
ル
に
入
り
ま
し
た
。
真
夏

の
暑
さ
の
中
、
子
ど
も
た
ち
は
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
プ
ー

ル
の
中
で
は
し
ゃ
い
で
い
ま
し
た
。
プ
ー
ル
で
は
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
水
の
中
で
潜
っ
た
り
、
泳
い
だ
り
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
プ
ー
ル
の
後
は
、
ボ
ル

ダ
リ
ン
グ
や
フ
リ
ス
ビ
ー
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
自
由
に
時

間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
昼
食
は
外
で
流
し
そ
う
め

ん
を
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
流
れ
て
く
る
そ
う
め

ん
を
囲
ん
で
、
必
死
に
そ
う
め
ん
を
取
り
と
め
よ
う
と

し
、
取
り
上
げ
た
そ
う
め
ん
を
楽
し
そ
う
に
お
な
か
一

杯
食
べ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
テ
ン
ト
と
荷
物
の
撤

収
を
子
ど
も
た
ち
と
行
な
い
ま
し
た
。

最
後
に
嬉
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

か
ら
今
回
の
キ
ャ
ン
プ
の
感
想
を
書
い
た
お
手
紙
を
も

ら
っ
た
こ
と
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
一
生
懸
命
書
い
て

く
れ
て
い
る
姿
を
見
て
、
何
を
書
い
て
く
れ
て
い
る
の

か
な
：
．
と
ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
が
、
２
日
間
の
私
た
ち

の
取
り
組
む
姿
勢
が
子
ど
も
た
ち
の
書
く
文
章
に
表
れ

て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
帰
る
後
ろ
姿
は
、
こ
の
２
日
間
で
成

長
し
、
小
さ
い
な
が
ら
も
力
強
く
和
光
坂
を
下
っ
て
い

き
ま
し
た
。
嬉
し
い
一
瞬
で
し
た
。

←スイカ割し’11

友たちか角の声援を爵吋大きく構え力

いっぱい振LI落としだ棒はスイカに見

事的中しました。しかし、子ピもたち

の力で’はスイカは割牧ませんて，しだ。

子供たちの感想

・寝るときにあおいでくれてありがとう

・ビンゴが面白かったよ

・二日間だけだったけど、たのしかったです

.やさしくしてくれてありがとう

・文字さがし手伝ってくれてありがとう

。たのしくあそべました

ノ

テント設営11→

3卜んなの協力て'し->fi'LIと組計立て

ることが出来ました。大きいな～。

広いな～。

に
■
』
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●
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。
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■
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、
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、
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や
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員
●
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◆

》
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▲
８

ヘ
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●

剣

←ポルタ"!|ソグ'に挑戦11

順番を守って登ってLIます。もう

駄目かな11足がこっちで、手が

》そっち。3+んなで‘教犬由いながら

挑戦してLIます。
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■包括的共生概念の構築 ～第3回定例研究会より～
■ ■

■

戦争迄F共患』 ⑳記憶
－－

I

「共生」という言葉自体に違和感を抱いている、

という率直な指摘をしてから、報告に入りました。

これから詳細な検討を加えようと考えていますが、

たとえば沖縄戦では軍官民「共生共死」ということ

がいわれました｡また、アジア。太平洋戦争の最中

には、「共生同死｣とか｢同生共死｣などの表現が新聞

記事などにも登場しています｡単純に、みんな仲良

くしましょうという意味合いで､安直に使われてい

いのだろうか､という疑念が付きまとう言葉です。

報告は、そのような意識を踏まえて、オムニバ

ス形式の「身体環境共生論」で私がどのような授

業をしているかを紹介しました。「平和と戦争」と

いうタイトルを掲げているのですが、1年次の導

入的意味合いの強い授業でもあり、風景を通して

戦争の記憶を考えてもらいたいと考えている、と

授業の意図を披瀝してから、授業で使用したパワー

ポイントを具体的に提示、紹介しました。

2回分が私の担当ですが、ドイツとイタリアの

事例をそれぞれ扱います。

1回目のドイツに関する授業は、戦争をどのよ

うに「記憶」しているか、特に日常生活で目に触

れるところで、いかに「記憶」し、その「記憶」

を次の世代に伝えていこうとしているのかという

点から、いくつかの具体的風景を紹介し、受講者

に考えてもらうというものです。

｜

|’

‐

ー

扉

ベル!'ソ繁華街の掲示板：「私だぢが決して忘牧ては

ならない恐怖の場所」こして強制収容所があった地

名を享|掌している。■急壱

■ 医
－22

上野隆生
2回目はイタリア(主にローマ)の風景を紹介し、

現在も残っている大学などの建物とファシズムと

の関連を受講者に考えてもらうという授業です。

一見何の変哲もない風景が、そして現時点では

｢平和」にしか見えない風景が､実は「戦争」やファ

シズムと密接に関わっていた、という点を理解し

てもらえれば、少なくともこの授業を行う意味は

あるだろうと考えている、と述べて締めくくりま

した。

一

一一

＝

ローマ大学（サピエツツ､ソァ）

声

Ld
～

I
0

W噂■！"II'
＝

の

■ﾛ

鯉野鼠
幸

4‐

エウル（ローマ近郊）の『文明宮」
ー

■

■■



包括的共生概念の構築～第3回定例研究会より～

からだと共に生きる一高齢者の生活フィットネスーIエノロ〃安I-"I一〆1－〃、

●
●矢田秀昭

●垂●● ●
今世紀の中頃､日本の65歳以上の人口は32.3％に達する

と予想されています｡世界最高の超高齢化社会になります。

65歳以上のオールド、加えて75歳以上のオールド・オー

ルドや85歳以上のスーパー・オールドの割合も世界で最

高となります｡このような超高齢社会の中で、高齢者は長生

きをして自立を維持していくのみでなく、社会貢献をする

主体として位置づけられてきています｡高齢者の大多数は

社会貢献をするのにふさわしい健康度と能力を備えていま

す｡このような､社会貢献は高齢者の余命､生活の質(quality

oflif:QOL)を高めるうえで大きな意義のあることにもな

ります｡健康で活発な日常生活を遂行するためには、生活環

境に適応できる身体能力が必要になります｡この身体能力

を総称して「生活フィットネス」と呼びます｡生活フィット

ネスは加齢とともに低下します｡その低下のパターンには

個人差が大きく現れます(図1）。

きる

00、

病気鰄恵鱒惣適熱姥化に震鬮がﾌ゚ﾗｽ
L

一ー~声一一

（年齢）

図1生活フイ'ソトネスの年齢変ｲヒパターソ（福永、26“）

ごく普通の日常生活を送っている場合に比較して、日頃

活発な身体運動やスポーツを実施している場合には、「生

活フィットネス」は高い水準を維持することができます。

ところが､不活動的な日常となり運動不足状態が続くと「生

活フィットネス」が低下し、また、病気などをきっかけに

して急激な「生活フィットネス」の低下を引き起こしてし

まいます。「生活フィットネス」は7つの要素に分類する

ことができます。物を持ち上げたり、つかんだり、押した

りするときに発揮する「筋力｣。投げたり、打ったり、跳

んだりする時に発揮する「瞬発力｣。物を持ち続けたり、

繰り返し持ち上げるために発揮される「筋持久力｣。長い

距離を走り続けるスタミナ「全身持久力｣。平衡感覚に基

づいた調整力「平衡性｣。自分の思うようにすばやくから

だを動かせる能力「敏捷性｣。関節を取り巻く組織の弾力

性のことで､からだを反らしたり、曲げたりできる能力「柔

軟性｣。そのなかでも特に重要な要素が「筋力」です。日

常生活の中で「立ったり座ったりする」「歩く」「階段を昇

る降りる」このような動作は脚の筋肉の機能が維持してい

ます。脚の筋機能の低下は日常生活動作の遂行に支障をき

たし、関節への負担を増し、ちょっとしたバランスの崩れ

を修正できず転倒の危険性を高めます。動くという日常生

活が維持できなくなる機能水準になってしまうことは、生

活能力に余裕がなくなることを意味することになります。

「老化は脚から」と言います。下肢（おしり、太もも）

の太さは、男性も女性も年齢が高いほど細くなることを実

感します。腕や脚の太さは、それぞれの部位の筋肉量と関

係があります。図2は、加齢による大腿部前部の筋肉の厚

さの変化を示しています。加齢にともなう筋肉の厚さの減

少が顕著に表れています。筋肉は全身で一様に減少するわ

けではありません。部位による違いがあります。このよう

60

50

10

:10

大腿部前部筋陣
一一

■

■~ー

一一一－
百一一■

1020304050607080

年齢

図2筋厚の加齢変化（福永、2㈹6）

100

90

80

70

60

50

膝伸展筋力（％）
◆－

～全

～全へ

、◆、

、
◆､､

◆

203040506070

年齢

な加齢による減少

は特に太ももの前

とおなかの部位に

示されています。

筋肉の量の低下は

筋力の低下につな

がります。脚の筋

力の低下は加齢と

ともにどのように

変化していくので

しょうか。図3は

脚の筋力の変化を

示しています。20

歳代の値を100％

としたときの、各

年代の値をみたも

のです。70歳代

では膝の伸展（太
＝~…､‐．‘'一．~､、図3筋力の加於変化（福永、2066）
ももの前の筋肉の

力）は約60％低下します。歩く・走るなどの移動能力は

20歳代以降、年齢が高くなるほど低下します。70歳代で

は20歳代の50％以下まで低下します。移動能力の低下の

原因は歩行・走行時のストライドの低下にあります。これ

は脚筋力の低下により、歩行・走行時に脚が十分に上がら

ないことが原因と考えられています。生活フィットネスは

高齢者ほど個人差が大きくなります。日常生活の中での身

体活動の程度に大きく左右されています。活動的な生活を

送ることで生活フィットネスを高く保つことにつながりま

す。

(引用・参考文献福永哲夫貯筋運動保健同人社2“6）

－23－
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脾.‘戸骨
一 【何してるの？I

0口

「
親
子
で
遊
ぼ
う
！

和
光
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
公
開
教
室
」

７
月
ね
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
「
親

子
で
遊
ぼ
う
！
和
光
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
公
開

教
室
」
の
様
子
で
す
。
テ
ー
マ
は
、
「
海
賊

に
な
っ
て
遊
ぼ
う
！
」
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
立

案
、
準
備
、
実
施
に
、
Ｗ
学
科
の
学
生
た
ち

が
活
躍
し
、
親
子
や
一
般
の
参
加
者
の
皆

さ
ん
と
共
に
楽
し
い
遊
び
の
場
を
創
り
ま

し
た
。子

ど
も
も
大
人
も
手
拭
い
を
頭
に
巻
い

て
、
海
賊
に
変
身
だ
！
地
図
を
持
っ
て
、

４
つ
の
海
賊
修
行
に
出
発
し
ま
し
た
。

「
ジ
ャ
ン
グ
ル
探
検
！
」
、
「
海
坊
主
の
洞

窟
」
、
「
く
じ
ら
の
王
様
を
救
え
！
」
、
「
海

賊
船
で
大
砲
に
挑
戦
！
」
の
４
つ
の
ブ
ー

ス
を
回
り
ま
し
た
。
修
行
を
終
え
て
子
ど

も
た
ち
は
、
海
賊
ハ
ッ
ト
に
パ
イ
プ
の
望

遠
鏡
で
立
派
な
海
賊
に
な
り
、
ダ
ン
ス
や

パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
楽
し
み

ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
教
室
は
、
オ
ー
プ
ン
・
カ
レ
ッ

ジ
ぱ
い
で
い
あ
と
本
事
業
Ｗ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
の
合
同
企
画
で
、
「
遊
び
の
場
づ
く
り

に
役
立
つ
『
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
教
育
・
療
法
』

の
理
論
と
実
践
」
の
公
開
講
座
第
１
回
の

一
環
と
し
た
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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【ミニ情報】

ムーブメント新聞記事紹介

ころ」「あたま」「からだ」の全てを育

くむ、そこには人と環境の循環がある

とする学問に、教育、心理、体育、リ

ハビリ、福祉などの領域が注目してい

る姿と思います。私は、現在NPO法人

日本ムーブメント教育・療法協会会長

を務めています。そのインタビューを

兼ねた記事でしたが、当時和光学園理

事長の石原静子先生が、この記事を見

られて右のようなメッセージを下さい

ました。

（小林芳文）

「教育医事新聞」（2009年5月25日

号）に、私の研究領域である「ムーブ

メント教育・療法」の記事が紹介され

ました。これは、私が和光大学に赴任

した直後の4月20日（月）の「日本

教育新聞」での「特別支援教育に生か

すムーブメント教育」の記事に続いて

2度目の記事となりました。楽しい遊

びの要素を持った身体運動を通じ、「こ

ムープメソト教育の我が国への紹介者、いい

方に爵L1で頂いてW学科棺けでなく全学的に

皆が元気になる良い機会を頂いだと思ってい

ます。和光の学生は、若者らしい率直さ、行

動力秒ピは、開学jK来変わらなし!ように思う

Lので、ご枚か島もよ弓しく．．．。 ノ

…学外から求められる活動へ

学科の学びの柱のひとつになっているムーブメント教

育・療法の学びは、単に資格がとれるということにとどま

らず、学外から求められた学生たちが、さまざまに外に飛

び出して活躍しています。こうして社会との接点をもつう

ちに、学生たちの社会性が高まると同時に、おそらく自己

効力感も高くなっているでしょう。写真は、ふたごの親の

会の集会に参加してムーブメントを実施する学生たち。

－ｺ4－
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野中浩一
(公衆衛生学､胎児期環境学､双生児研究）

私の人生を支えてくれたのはバドミント

ンという運動で、アキレス腱断裂やら、

ぎっくり腰やら、数え切れないほどの傷

を負いながらも、人生のさまざまな場面

で支えてくれた相棒です。自分の子ども

より若い学生たちと接していても、運動

となるとちょっと歳を忘れて熱くなるこ

ともしばしば｡Tシャツの胸の2つのソ

ラマメたちは、研究でかかわっている首

都圏ふたごプロジェクト(TbTEoP)の

ロゴマークです。

小林正典
(民族関係論､東アジア地域の開発と法）

数年前の健康診断をきっかけに、メタボ

リツクシンドロームを意識するようにな

りました。それ以来、時間を確保してス

クーバダイビングと乗馬の訓練を続けて

います。いずれも一定の訓練を受けなけ

れば始まらないスポーツですが、スクー

バダイビングが器材依存度の高いスポー

ツであり比較的短期間で必要なスキルが

身につくのに対し、乗馬は安定した馬の

乗り方を習得するまで相当長い時間がか

かります。

上野隆生
（近代日本研究）

授業は終わりましたが、期末試験やオー

プンキャンパス、そしていろいろな会議

などで､なかなか｢夏休み｣になりません。

昔の大学は学生も教員ももっと余裕が

あってゆったりしていたなあ、という思

いを年々強くしています。余裕のないと

ころに学問は生まれません。そもそも暇

な人が集まってあれこれ議論したところ

から学校は生まれたのですから。

●

矢田秀昭
（運動生理学､バイオメカニクス）

さあ！夏です。海や山へと忙しいシーズン

の始まりですが、昨年度よりトライアスロン

への仮復帰を果たしました。実に5年ぶりの

参戦です。スイムで溺れそうになり、バイク

は踏み込めず、ランではトボトボ走り。でも

充実感は120%でした（写真)。今年の夏は、

スイムはスィッと伸び、バイクは風を切り、

ランではピッチよくストライドが伸び、声援

に気持ちを沸き立たせ熱<ゴールテープ切り

たいものです。…が現実はきっと厳しいかな。

チャレンジャーは一声掛けて下さい。

澁谷利雄
（文化人類学､南アジア現代史）

この写真は07年9月に、フィールドワークの授業でネ

パールのカトマンドウーに滞在した折に友人の仏教僧侶、

ソービタ師に10年ぶりに再会したときのものです。彼

とはスリランカで出会い、ネパール語を教えてもらった

ことがあります。お互いスリランカに留学していたので、

私達の会話にはスリランカの言語シンハラ語を用います。

今年度はネパールでのフィールドワークを、8月30日か

ら約2週間の日程で実施します。ソービタ師は住職とし

て多忙な毎日を送っています。9月に会えたなら､ネパー

ルでの革命（民主化）の進展や、ネパールから見える日

本の姿などについて語り合いたいと思っています。

堂前雅史
(動物行動学､科学技術社会論､環境倫理）

｢流域主義による地域貢献と環境教育(2008

年度教育GP)」という教育プロジェクトを担

当しているのですが、本プログラムは野外活

動が多く、山に海にひんぱんに出かける毎日

で、もともと引きこもり好きだった私が、今

年はすっかり日焼けしてしまいました。疲労

気味ですが、学生が自然の中でいろいろ発見

しているのを見ると勇気づけられます。

へ

む】

小林芳文
（発達運動学､特別支援教育学､ムーブメント教育･療法学）

夏のスタートは、いつも水泳ムーブメントの楽しい活動で始まる。今年で12年目と

なる7月27日は、親子で32組の参加、プールでのムーブメント教育・療法の楽し

さを支援でき、幸せを感じた一日でした。肢体不自由、自閉症、ダウン症、発達障害

など障害のタイプに関係なく、プールでさまざまな活動を共有できること、その方法

を､是非和光大学の多くの学生にも学ぶ機会をつくりたいと思います。夏は休み無く、

ムーブメント教育･療法のセミナーを連続して手伝っています｡｢健康と幸福感の達成」

を大切にする活動の方法を、特別支援教育にドンドン発信したいと考えています。

大橋さっき(身体表現論､ﾑー ブﾒﾝﾄ教育･療法）

7月のムーブメントの公開教室では鴎大人も子どもも｢海賊｣になりきって遊び、

様々な個性が共に存在し合うための場を皆で創る面白さを実感しました。また、

8月初旬のダンスコンクールに挑戦する学生達が「CHRONOGRAPH(クロノグ

ラフ）－僕が今、僕を生<－」という作品を創り上げました。不器用で弱い自

分達を必死で受けとめながら、一瞬一瞬を刻み込むようにして、彼ら自身が作

品そのものになりました。踊りって面白いな～と思いました。今年の夏も学生

達と一緒に「本当に楽しいことは楽（ラク）ではない」を楽しんでます！

-25-



【1枚の写真から】

｢ウミウシ」

この写真の生物は､近年｢海の宝石」

と呼ばれて注目されているウミウシ

です。撮影日時は2009年1月27日

13時21分、場所は三浦半島城ケ島

前へイブ根の水深20m付近です。右

上の白地に黒い斑点がシロウミウシ、

左下の青くて小さいのがアオウミウ

シで、いずれも関東沿岸の海底でよ

く目にしますが、両方が向き合って

いる姿は珍しいので、思わず接近し

て撮影しました。

各地の比較的浅い海に棲息し、牛の

角のような一対の触角があることか

らウミウシと呼ばれていますが、「海

牛｣(かいぎゆう)と漢字で書けばジュ

ゴンやマナティなど哺乳類を意味す

るので、通常はカタカナで表記され

ます。一般の人でも手軽に水中撮影

ができる今日、色鮮やかで形がユニ

一一言

LL

q丞

一クなウミウシは、移動速度が非常

に遅いことから、多くのダイバーの

水中撮影の恰好の材料になりました。

ウミウシの体は柔らかく、殻が退化

している点でナメクジに似ています

が、ナメクジの好感度が低いのとは

対照的です。

ウミウシは、一般に貝殿を消失した

巻貝の仲間として説明され、後鋸（こ

うさい）類に分類されますが、学術

的に未知の部分が多く、分類群には

異論もあるようです。雌雄同体で岩

礁や海藻の間に棲み、リボン状の卵

塊を産むことで知られていますが、

エサの調達と生育環境の維持が難し

いことから飼育には適しません。そ

れゆえ、ペットショップで見かける

ことが少ないようです。「海の宝石」

と称されるウミウシには、ときどき

新種を見かけることもあり、レアモ

ノをカメラに収めようと厳寒の冬に

ドライスーツを着て潜るマニア（筆

者もその一人ですが…）も少なくあ

りません。素潜りでは長時間水中に

とどまることができないので、ウミ

ウシの観察や写真撮影はスクーバ・

ダイビング愛好者の特権となってい

ます。

（小林正典）

診〃加
念の構築」研究プロジェクト発行元：「包括的共生概念の構築」研究プロジエク

代表：野中浩一（現代人間学部身体環境共生学科）
連絡先：〒195－8585

東京都町田市金井町216O和光大学
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【巻頭言】

r共生」への旅の途中
身体環境共生学科

学科長野中浩 一
L－

1.2009年の歩み

2009年は、開設3年目を迎えた私たちW学科の目標を見

つめ直した年でした。1号の冒頭に書いた文章では、学科の

共通項であるべき「共生」が、いざ実践となるとそれほど容

易なものでないことを出発点に据えたつもりです6「共生」と

いう言葉は、耳障りはいいですし、今や多くの大学が理念の

－部として掲げていますが、医者の不養生ならぬ、共生学徒

の不共生となっては、いささかみっともない話です6

2009年度教育重点充実事業｢包括的共生概念の構築｣の始

動にあたって、まずは学科専任教員がそれぞれの領域でかか

わっている「共生」について、研究会で報告して共有、議論

を計りました。報告の要点はこのW新聞の記事としても短く記

録してありま式11月初頭には、大学祭のさなかに、名誉教

授の最首悟さんをお迎えして、『共生は胡散くささを乗り越え

られるか』というタイトルで公開シンポジウムを開催しました。

また、7月から4回にわたって開催された地域連携講座『遊

びの場づくりに役立つ｢ムーブメント教育･療法｣の理論と実践』

は、このプロジェクトも共催しました。わずかではあっても、

この学科を元気にしようという一念で前を向いてきたつもりで

すも

2.日本共生科学会の旗揚げと先達からの示唆

2009年6月､｢共生学」の先達である星嵯大学が中心となっ

て、日本共生科学会が旗揚げされました。私の脳裏には

synchronicityやらserendipityやらの単語が浮かびつつも、

これ幸いと、学科の場で、「共生科学」は科学たりうるのか、

という生意気な問いかけをさせていただきました。

理事のお－人の碓氷尊さんには私たちのシンポジウムにも

参加していただき、その折に、私の青臭い問いかけに静かな

回答を示すかのような『｢日本共生科学会」へのいざない』と

いうご自身の貴重な文書まで頂戴しました。そこには、歴史

の重みもあるヒントが多く記されているので、ごく一部ですが、

私なりに読み取ったことを記しておきますb

碓氷氏の文書には、「共生科学」とは何で、何を目指すも

のかが書かれていますbこんな一節がありますb-一「共生を

科学する」ことの狙いは、「顔の見える人と人との間の複数的

なネットワークを拡げて、解決すべき問題に応じて「公共圏」

と生活世界（＝｢親密圏｣）との境界を行き来する（中略）気

力と知力を具えることにある一。さらに、親密圏とは、「顔の

見える」人と人の「あいだ」の関係とその連鎖からなる世界

だが、主体的にかかわることが容易でない巨視的問題群をか

かえる「公共圏」と別々のものではない、と指摘されます6そ

して、「共生は不可避」だが「共生は不可能」という多元的社

会にあって、「討議倫理学」の考え方に光をあてています6自

然科学を頂点とする知の階層性を否定しつつ、共生科学は唯

一の総合的・学際的システム（すなわちthekyoseiscience)

ではなく､各専門科学領域にあるakyoseiscienceが集まった、

無数のkyoSeisciencesの集合なのだと示唆されますb共生を

さまざまな個別科学が捉えながら、互いに切瑳琢磨して実践

に結びついた研究活動を進めればよい、ということですbたし

かに、共生科学という単一のdisciplineを考えるのでは目的

地から遠ざかってしまいそうです6

3．「共生」の実践を支える教員の役割とは

手前味噌になりますが、W学科には、他の大学とはひと味

違った「共生」を学生たちとともに実践している教員が多いと

考えていま式教員はそれぞれの分野で一家をなすだけの学

問的土台があるのですが、いざ実践となると、それぞれの専

門知識を「伝授」するだけでは生き生きとしたものになら説

学生たちの感性が動き出すような場をつくることがなにより重

要なことなのでしょう。今年の年賀の挨拶で、畏友の安藤寿

康さんは「いま私たちはBEからADへ」という言葉を書いて

いました。BeyondCrisis(危機を超えて)Altruism

Dominant(愛他主義優勢）へ、というわけですb教員が育

むべき感性はそこにあるようにも感じていますb

研究会やシンポジウムなどを通じて、「自発的ないのちの発

露」「ゆれ、ゆらぎ」など、モード2の学問としての「いのち

共生学」のしっぽにだけは、少しだけ手がかかった気もして

いるのですが、まだまだ、机上の空論に近いかもしれません。

これまでの論議は、本年度の学科紀要にまとめ学生用の教科

書の製作も計画していますので、詳細はそちらに譲ることにし

ま戎

4.これからの旅程

このプロジェクトはまだまだ始まったばかりですし、ともかく

も始められたことを是と考えていますが、結論の見えている出

来レースではありませんから、ゴールを模索する遭難覚悟の

旅はこれからも続きま式2010年度の新入生を迎えるとW学

科も4学年が揃い、ようやく本格的に飛翔からダイブへ向かう

｢U&U」のスタートですも

、

~
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包括的共生概念の構築～第2回定例研究会より～

共生・共創をめざした遊びの場づ<Lノ
ー和光ムーブメント教室の可能性～

亀多 亀 多 亀多 大橋さっき

和光大学では、2004年度から親子ムーブメント教室

を開催し、「ムーブメント教育・療法」の理論に基づい

た家族支援、地域支援の活動として大学周辺地域の親

子を中心に、障害のある子どももない子どもも一緒に参

加していますb学生達の積極的な参加で創造的な活動

へと発展し、遊びのプログラムに季節感やテーマ性をも

たせたり、その世界観を演出するオリジナルの遊具を作

成したりして、一貫したドラマ性のある環境づくりを目標

としてきました。

ムーブメント教育・療法では、環境の誘引力を最大

に活用し循環型のシステムを生むことを大切にしますb

例えば、目の前に風船が出てくれば、ついつい手を

伸ばしてしまうように、私達は、自分を取り巻く環境から

様々な情報を獲得し、同時に環境に対して積極的に自ら

を発信して関わっていて､身体を取り巻く様々な「もの」

は、人も含めて、全てが動きを引き出す「環境」である

と考えると、それらとの関係性をアレンジすることで、参

加者の自発性・自主性を重視して活動を発展させること

ができるのですb

和光ムーブメント教室の活動の中では、このような考

え方を確認してきましたが、本年度は、さらに、子ども

も大人も皆、参加者同士が共に育み合い、共に場を創

る喜びを感じながら、「共に存在し合うこと」を大事にで

きる活動を目指して取り組んでいますb

最後に、共生・共創をめざした和光ムーブメント教室

の特徴として、以下の3点を紹介しますも

(2)「本気で遊ぶ大人」という環境

ドラマ性やファンタジーを重視したムーブメントプロ

グラムにおいては、大人も子どもも、協力して創造する

経験、五感や想像力を働かせる体験、役柄を演じること

で「異なる生」を生き自己理解を深める経験を通して、

自己を表現しますbそこでは、参加者の存在そのものが

｢環境」の一部であり、互いに影響し合っているというこ

とに気づきますb学生達は、実践を通して、新しい自分

を試し、違った視点から物事を体験する機会を得て楽し

んでいたのかもしれません。保護者には、学生達の存

在そのものが魅力的な環境として受け止められていま

すb子ども達にとって､学生達が､｢世話をしてくれる大人」

ではなく、本気で遊びに興じる存在として共に場を創っ

ていることが大事な環境だったのでしょう。

(3)余白を想像する楽しみ

ドラマ性を大事にし、ファンタジーの世界を演出する

ために、学生達は遊具の活用を工夫したり、活動空間

を装飾したりしましたが、それらが、とても素朴でシン

プルなものであったことが、より子ども達の想像力を刺

激して、創造的な展開を生んだのではないかと考えられ

ますb子ども達と学生達のやりとりを見ていると、余白

にあるものを互いに想像して伝え合い､共有することで、

共に場を創り上げているように思えますb演出効果をね

らって立派な造形物や複雑な装置を準備しても、それら

が子ども達の創造性を受け入れる余地のない画一的な

活動のためのものならば効果的とは言え談素朴なもの

でも変容性や応用性のあるものの方がより充実した展開

を生みます6

(1)ファンタジーの魅力と日常とのつながり

教室のプログラムにドラマ性を取り入れ、テーマに

そって環境全体を演出することによって、ファンタジー溢

れる遊びの場が生まれました。さらに、ドラマ性を重視

する以前から重視してきた「家族支援」の考え方に基づ

いて、家庭での生活にも反映できるように工夫されてい

たので、ファンタジーの世界を大いに演出しながらも、

日常生活と結びつきがあり、決して、現実逃避の活動で

はないことが重要な特徴となりました。その結果、参加

者がファンタジーの世界と現実の世界を自由に行き来し

ながら、自己を知り､他者を知り､人間関係を育み合い、

現実を生きる力を一層豊かにしていくプログラムとなり

ました。
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海は誰のもの
■■■
■■■

漉璽駈這壹薮誰醜勇蝉頑践池飼駒因歴翫瀧

訴訟毒l最高裁職購ほ錘砿ぼ窟恐同請潅疏豫

にはならない｣、「海は、古来より自然の状態のままで

貝堕進l蝿&迩而鰯迩も漁協遇密漁壹辺遡湿員E捷迷

弓逼羅窓瓜■雲雪あ藏誕痘苗に濁爾お噺忘ぼ誠！

ません。ちなみに、1993年に提訴された大瀬崎ダイ

一般公衆の共同使用に供されてきたところのいわゆる

公共用物であって、国の直接の公法的支配管理に服し、

特定人による排他的支配の許されないもの」と判示し

ました。

一方､天然の海の生物については､民法第239条が｢所

有者のない動産は、所有の意思をもって占有すること

によって、その所有権を取得する」と定めており、最

初に生物を採捕した者に所有権が帰属することになり

ます。

寛保元年の『律令要略』の「山野河川入会｣の中で､｢磯

猟は地附次第なり、沖は入会」と記されているように、

｢磯」の沖合部分は隣接漁村民の自由な入会漁場です

が、沿岸部分は地元の漁民に独占的利用を認めてきま

した。明治以降、漁業に関しては西欧に模範とする法

制度が見当たらず、当時の水産局が全国の漁業慣行を

調査・整理して旧漁業法（1901年）が制定され、漁

業権が定められました。しかしながら、漁業権だけで

は海の利用の秩序が保たれないので、その村に住む村

民各自が、その漁村が定めた徒に従って地先水面の利

用を管理・調整し、採貝採藻を行う「一村専用漁場」

という慣習上の概念が容認されてきました。これは、

民法第263条の共有の性質を有する入会権であり、「地

先権」とも称されますが、これに依拠して各地の漁業

協同組合がマリンレジヤーを管理・運営しています。

ところで、漁業と競合するマリンレジヤーの例とし

て、スクーバダイビングを挙げることができます。

現在のスクーバダイビングは、一般に生物の採捕を

ビングスポット裁判では、最終的に漁協に支払う潜水

利用料は漁業権侵害の対価としての性格を持つ合法な

ものと判示されましたが、1997年の宮古島ダイビン

グスポット裁判では、漁協がダイビング事業者らに対

してダイビングスポット使用の全面禁止を求めたもの

の､2002年に最高裁は漁協側の控訴を棄却しています。

このように、ダイビングスポット利用に関する権利の

内容と所在は、個別の事案によって異なります。

最近制定されたエコツーリズム推進法では、市町村

長が特定自然観光資源の所在する区域への立入りを制

限する条項（同法10条）が盛り込まれましたが、こ

れに依拠して、慶良間諸島では、渡嘉敷、座間味の両

村と事業者でつくるエコツーリズム推進協議会が、ダ

イバーの立ち入りを制限する条例の制定を進めていま

す。しかしながら、エコツーリズム推進法に基づくダ

イバー立入規制は、民法の入会権との関係が整理され

ておらず、研究も十分に進んでいない状況にあります。

慶良間諸島の立入規制を契機として、今後、「海はだ

れのものか」についていろいろな論点が提起されるこ

とが予想されます。
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包括的共生概念の構築～第4回定例研究会よLﾉー

他者と生きる

～スIノランカ仏教社会から考える～

澁谷利雄

1．南アジアでは人間と動物が近しい し、輪廻の宇宙のなかにいる人間にとってそれはは

るかに遠い目標である。大方の在家の者にとっての

可能な選択は、せいぜい来世でのよりよい再生を

願って、現世で功徳を積むことである。

功徳を積む行為は、仏陀像に花や線香を捧げるこ

とから、寺院への寄進や自ら出家して僧になること、

他者への支援など様々ある。なかでも、布施は最も

頻度の高いものといえる｡人びとはまた､功徳を神々

に贈って願い事をかなえてもらう。

しかしながら、悪行を重ねるとこれも蓄積され、

来世ではより不幸な生、時には悪霊や動物に転落す

るかもしれない。最悪の生は、イヌあるいはカラス

に生まれ変わることである。こうして人間は、現世

のみならず前世や来世までの射程のなかで、神々や

悪霊、死霊、動物たちとつながっているのである。

南アジアでは、日本と比べて都市でも村でも、容

易に野生動物を間近に目にすることができる。ここ

では筆者が最も深くかかわってきたスリランカの仏

教社会の事例を紹介したい。

スリランカは北海道ほどの広さで、人口は約

2,000万である。多文化、多民族社会で、仏教徒の

シンハラ人が70パーセントを占める。他は、ヒン

ドゥー教徒のタミル人、ムスリム、マレー人、混血

のバーガーなどからなる。シンハラ人の間では、烏

やリスに食物を与える光景をよく見かける。

2．布施のしきたり

紀元前3世紀に仏教が受容されており、在家の間

でも五戒すなわち､不殺生､不窃盗､不邪淫､不妄語、

不飲酒に基づいた仏教道徳が広く根付いている。

人間と動物の近さの要因は、不殺生の生活態度以

上に、布施の慣習が大きいと思われる。布施とは本

来、僧侶に食物を施すことである。檀家の間では当

番制になっており。毎日、朝昼の2回、寺院に食事

が届けられる。まずは仏陀像に供え、次に僧侶が食

す。お下がりはイヌ、ネコ、リス、烏が食す。また、

カラスに対する布施も重視されている。カラスは人

間の運命をつかさどる星神の使いと考えられてお

り、星めぐりの悪い時期に当たっている者は、貫欲

で浅ましいカラスに食物を与えて、星めぐりの改善

を期待するのである。結果として、これにリスや他

の烏も集まることになる。

4．様々な他者とつながっている

輪廻の宇宙を背景とした連鎖の感覚は、人間と動

物の距離の近さだけでなく、特有の社会活動を生み

出している。たとえば、老人ホームや孤児院、障害

者施設の運営には、布施の慣習が活用されている。

また、不殺生の農法もみられる。

■』
。
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3．輪廻の宇宙での連鎖

上座仏教の究極目標は浬藥である｡神々も人間も、

悪霊も動物も、あらゆるものが浬藥をめざす。しか
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共生社会の市民になるた肋に地球を知ろう

一生:鴛堂蛎駕擢壼
参加しました。3か月ほどのその旅は、参加した学生たちに

とって大きく目を開かされるような体験だったようですbその

体験は学科の卒研発表会(WWF)でも発表してもらいまし

た。他の学生たちにとっては、参加した学生の話を聞くだ

けでも、共生社会の市民になる重要な刺激になったように

思います6W学科では足もとの身近な共生を軸足に置きつ

つも、こうした地球規模のさまざまな《異質な存在》との

共生を考える学生さんがさらに増えることを願っています6

W学科では、NGOピースボートとのより密接な交流を

深めるために、2013年2月20日に、互いの交流を目指

す協定書に調印しました。今後、さまざまな形で、学科の

学生たちに情報提供や支援を強めていきたいと考えていま

す62013年度からは、ピースボートに参加すること土台に

したﾌｨｰﾙドワーク科目（地球を知る）も開設しています6

一
一
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野中浩一

(犠篝）
親子というのは究

極の肉親であり、

私のゲノムが上の

2人から受け継い

が、人生の終着駅を

えども、さまざまな

官詞へ

守

ヤ人の絶滅収容所の名前が書かれていま

す。この地域のユダヤ人たちはここから

絶滅収容所に送られました。廃線となっ

た線路も一部を敢えて残しています。そ

こに作られたのがこのオブジェで、ホロ

コースト（ユダヤ人虐殺）を忘れないた

めのモニュメントです。ボルツアーノ市

内に何か所かこのようなモニュメントが

作られています。戦争や虐殺をどう記憶

するかは重要です。特に、引き起こした

側・虐殺した側・加害者側がどのように

記憶にとどめるのかは大切です。「いの

ち」に関わる問題を簡単に忘却の彼方に

置いてしまってはいけないでしょう。自

ずと笑顔が消えているのはそんなことを

考えていたからかもしれません。このよ

うな問題も授業の中で一緒に考えていき

たいと思います。

「
包
括
的
共
生
概
念
の
構
築
」
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牟葬署

上野隆生(近代日本研究）

少し遅れ気味の近況ですが、これは昨年

イタリアのボルツァーノ（ドイツ語名で

はボーツェン）というところで撮った写

真です。ボルツァーノは南チロルの都市

で、長らくドイツ語圏でした。そのため

今でもドイツ語とイタリア語の両方が使

われていて、市の広報文書は必ず二か国

語で記されています。地名が読み取れる

でしょうか。ローマ字読みでも読めると

思いますが、アウシュヴィッツなどユダ

だものであるのは確かですが、人生の終着駅を

迎えたときには、肉親といえども、さまざまな

意味で異質なものになります。こんなに近い存

在なのに、もどかしくも遠く感じる存在との共

生というのは、論理では簡単に割り切れません。

老いを生きるというのは避けようもなく無残な

面もあり、それを客観的に見つめるのは科学だ

と思っていますが、それだけで理想的な共生が

生まれないことを実感しています。

蛆一
身

亭

延毎簿
､
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函 I 澁谷利雄

(南辨漂史〕 小林正典
(民族関係論東アジア地域の開発と法）

日頃、馬術の訓練を受けていて、馬に乗る醍醐

味に魅せられています。調教が行き届いた馬で

あっても、ある程度乗りこなすには乗り手が

馬の動きに合わせて細かな操作をする必要があ

ります。そのために乗り手はいろいろな騎乗の

条件を揃えることが必要になりますが、初心者

の間はなかなか条件が満たされないので、バラ

ンス良<馬に乗ることは容易でありません。必

要な条件が揃うまでは、指導者の厳しいチェッ

クの下で訓練を重ねる必要がありますが、苦労

が多い分だけうまく動かせたときの感動もひと

しおです。人馬一体となって経路を終えた後、

どことなく馬の表情が満足気に見えるのは気の

せいでしょうか？

）’

①

L
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冬休み中の1月5日に、谷中の七福神巡りをしてきました。七福

神巡りは初詣のひとつとして江戸時代に大衆化しました。徳川家

康が健在の時代に開設されたという谷中は、関東最初のコースだ

そうです。まずは上野・不忍池の弁才天から歩き始め、護国院の

大黒天、天王寺の毘沙門天、長安寺の寿老人、修性院の布袋尊、

青雲寺の恵比寿､東覚寺の福禄寿と回って､田端駅から帰りました。

このコースは3回目だったのですが、思わぬ発見もありました。

通過した谷中墓地では、江戸の悪女と言われた「お伝」の墓に出

会いました。夫をはじめとして数人の男を殺し、打ち首になった

といいます。ところが今では､願掛けすると宝くじが当たるとかで、

参拝者が耐えないのだそうです。

矢田秀昭
(運動生理学､バイオメカニクス）

クライミングと出会ってからもう7年に

なります。パレストラのサブアリーナに

ボルダリング壁、エレベータ壁にフリー

クライミング壁があります。壁をよじ登

る時、からだのバランス感覚が大切にな

ります。設定されている難しさの違う

ルート課題を、攻略する動きを考えゆっ

くりと自分に向き合います。改めて挑戦

が始まっています。このところ・・・が

加速しています。頭が筋肉がパンプパン

プ111興味ある学生はぜひ一声掛けて

下さい。

要

蔦 涯
堂前雅史

動物行動学

（科学技術社会論）環境倫理

年末はたまっていた仕事。お正月は年

末に出来なかった大掃除。で、結局休

めない冬休みが終わると、お正月のど

んど焼きの行事。学生と一緒に地域の

お焚き上げのお祭りの準備をしました。

今年は、前夜はライトアートとライト

アップもあって、お正月の神様が素敵

な光の芸術に。もちろん当日は迫力の

ある火の祭典。来年は是非皆さんも参

加して下さい。

■ ■ -

小林芳文

（雫豊蕊雛篶簿）
本大学に赴任して、もう少しで1年になります。私の出

せる力を振り縛り、授業など活気を持って取り組みまし

た。約100人の受講生の授業(障害児運動支援学)では、

｢ポイントと感想」を、毎回小レポートさせ授業に活か

しました。「感動した」とする学生の言葉を聞いて嬉し

く思いました。ある事に心動かすこと、共感・共鳴して

自らの心自体が反応し影響を受けた授業つくりが出来た

ことに感謝します。

大橋さっき
（身体表現論､ムーブメント教育･療法）

6月初旬に二人目出産予定で妊婦生活真っ最中です。6ケ

月検診で見えたお腹の中の我が子の姿です。残念ながらオ

マタを開かず性別は判明しませんでしたが、「耳」がよく

見えました。もう随分聞こえているそうです。2，3月は学

生達が主催するムーブメント教室がいよいよ大学を飛び出

します。楽しみです。たくさんの笑い声が可愛い耳にも届

くと思います。その前に愚痴を言わないようにしよう…と

心に誓ったのでした…（笑)。
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【1枚の写真から】「私は誰でしょう？」
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うっかLI私はタモ網の中に入って捕角えら

牧てしまったのです。ちようピ、身近な自

然を見直そうという和光大学の環境教育-プ

ロジェクトが世の注目を浴びだタイミング‘

て，、私はその〆‘γセソジャーに選ぱ教てし

まいました。どの写真も兇の学生さんが

撮って<枚たものて'す。

討陰て‘、和光の学生だぢ上顔を合わせる

日々を送っています。毎日、同じ顔ばかLI

見てても飽きるのて！、皆さんも会いに来て

下さいね。

（堂前雅実）

こんにちは！私は和光大学入口にある

A棟というピルのロビーにある71〈槽の中て’

来訪者を迎えてLIろ、60cm玖上はあろう

tL1う大ナマズで‘す。目立たない色をして

いるので、71〈槽の中右の堵’さ込まないと気

づきませんが、気づいだ人は私の大きさに

度肝を抜か攻てtlま才。

私が住んで‘いたのは、皆さんが鶴川駅か

ら和光大学に行く途中で‘渡る鶴見川の大正

橋の下の7I〈の中。身体環境共生学科の学生

さんだぢが'1,魚､を捕ろうと草むらの下にタ

モ網を入牧だら、ずしLI上手応え。尾う、

（※その後、この大ナマズ‘は天蕎を全うし、手厚く聾月次ました）

診〃Ⅷ,董”
念の構築」研究プロジエクト(w-prQject)
代人間学部身体環境共生学科）

発行元：「包括的共生概念の構築」

代表：野中浩一（現代人間学部

連絡先：〒195－8585

東京都町田市金井町216O和光大学

http://www.wako.acjp/wellbeing/

編集・レイアウト：相川責

nonaka@wako.acjp



W学科学びのモデルと進路

つ多様であり、そもそもすべての学生さんが同じ答えにはならない

はずなのです。和光大学は学部学科の垣根を超えた履修の自由度が

高いことで有名ですし、W学科でもそうした講義バイキングに魅
力を感じて入学した学生さんたちが多数派です。以下に学びの例を

紹介しますが、あくまでこれは一例。ほかのどこにもないカリキュ
ラムはあなた自身がつくりあげてください。

就活の面接者やら、親戚の人やら、高校時代の仲間やらから、「《身

体環境共生学》っていったい何を学んでいるの？」と尋ねられたと

き、なかなか無難な答えが見つからなくて、苦労する学生さんもい

るようです。たしかに、「法律を勉強しています』「プログラミング

を勉強しています」といった簡単な答えは出しにくいかもしれませ

ん。しかし、W学科は小さな学科でありながら、視野は広く、か

《保健体育教職を目指し瞳がい者ケアに気づく》《お客様に楽しんでもらいたい》

Tさんは根っからの《お客さまの笑顔を見たく

て》派。在学中からアルバイトはレストランの接

客に工夫をこらす。色彩検定も独学で挑戦し2級

を取得。某大手レストランチェーン経営の会社に

勤務し、最初は現場で鍛えられながらも、やはり

《ひとに楽しんでもらいたい》という精神は健在。

いつも明るく先頭を切って行動するタイプのH<ん。

入学前から地元の学校の子どもたちのお世話をしてい

て、子どもたちの大の人気者。教職課程の講義も精力

的に取得してきた圦障がい者支援関連の講義も受け、

ムーブメントの鯛義や活動も楽しむ。もはやただの体

育教員とはいえない。卒業後は特別支援の教員の非常

勤職に挑戦中。

－

■■

且

《自然の生きものたちへの愛と被災地支援》 《東南アジアを制覇するぞ》

座学よりも討論のできるゼミのほうが好き。教

室の中よりも、外に出ていくのが好きというNさ

ん。資金のためにはバイトもがんばらないといけ

ないけれど、在学中にどれだけフィールドワーク

に挑戦できるか。究極的には自分の仕事で幸せな

人をふやしたい、ということが夢かな。でも、学

生時代は、講義での出会いだけでなく、さまざま

な弛者》と出会う機会をうかがっている。

自然大好き少年が大人になったようなS<ん。毎日の

ように欠かせない生き物たちの世話のためなら、なには

置いてもからだが動く。環境系の諦嬢はもちろん真面目

に出るが､環境保全サークル活動のためのキャンパス滞

在時間が長く、みんなに愛されるキャラとして活き活き

と楽しそう。震災後に気仙沼・大島のボランティアに出

かけ、その支援活動も楽しんでいる。博物館学芸員の資

格にも挑戦中。

PL

可ヨ

《心のバリアをとつばらった仲間との出会い》

ダイビングなどのアウトドア関連講義が好きで、野の学校のような課外活動にも熱ひなUさん。聴覚障がいの仲間と接

しているうちに、いつのまにか、手話も一人前に。卒論も心のバリアフリーにかかわるテーマに。でも、謙虚で、いつも

集団活動の下支えをしてくれた彼女は、就職に焦ることもなく、学生最後の春も、隣の国への旅行を満喫。しかしひょん

な縁で、某有名大学の陣がい学生支援センターの職との出会いがあり、小規模ながら、重要な仕事の下支えに励んでいる。

両

I

』丘

《なんといっても愛している車がある》 《ダイビンゲと旅行が好きだから》

自
か
書
、
任
健
の

る
読
つ
主
保
全

教聴は取っていても、とりあえず卒業後は車関係の

仕事に就きたいと思っていたS<ん。卒證では希望し

ている会社の車種をテーマに売り上げのための企画を

考える。やるときはやる、という感じ

で、めでたく、愛する車を売

る営業の仕事を元気につづ

けている。

■ ■

《ムーブメント教育・擢法に出会ってしまった》《自分の身体に潜む表現を掘り起こしたい》

運動神経にはちょっと自信のあるNさん。保健体育教員

も考えていたが、「身体表現とパフォーマンス」や「ムーブ

メント教育・療淘の鵠義に出会って、もっぱらそちらにの

めりこむ。本人は頭より身体と言いながら、ムーブメントの

リーダーとなると本領発擬実施しては課題をみつけて工夫

する姿は、頭も身体も、の好循環。社会からも一人前の大人

として《仕事》を依頼されるようになる。資格はこれからだ

けど、卒業後は子どもたちを相手する保育の場に。

以前からダンスの訓練を受けているので、身

体表現には自信があるO<ん。技術的にはあた

ま－つ以上抜けていたけど、初心者たちと集団

で身体表現とパフォーマンスの授業に取り組む

うちに気づいたことがあったよう。自分の身体

を鍛えるのは自分しかいないかもしれないけど、

チームでの経験は今後にも生きることだろう。

■ 』

－ヨ5－
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ごく一部ですが、卒業生たちからのメッセージを紹介しますbこの他にも随時、卒業生からのメッセージをWebで紹介していきますも以下のサイトでご覧ください。

(http://www・wako.acjp/wellbeing/obogindex.html)

★進路☆今の仕事や活動※学生生活を振り返って◇後輩や教員へのメッセージ
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09隼入学増島<ん★水泳指導のｱﾙパｲﾄをしながら教員採用賦験の勉強中。

☆ライフセービング活動｡主に海やプールでの監視活動．1年間を通してオンシー

ズン(ｽ8月)のために練習をしていますb一言でいえば事故を未然に防ぐ活動五

砂浜の清掃活動も行っていま式オフシーズンでは地域の小学校では着衣泳教室、

中学と高校では海の安全教室を開催子どもたちに海の楽しさを知ってもらうた

め砂遊びや波乗り体験もしていま案

※1年のときに受購した｢身体表現とパフォーマンス｣。これって授業なのか？と

いう感じでしたぶまさに青春でした｡授業以外の時間にも、グループで集まり

夜遅くまで練習1練習1メイク、照明係､舞台霊営､衣装作りなどなど初体験

ばかり。全てが良い思い出ですbまた、－醤印象に残っている授業は、保健

体育科教育法2（藤原先生)ですb卯分間があっという間。もっと学びたい、

もっと知りたいという気持ち悪体がうずうずしていました。

◇大学生活はあっという風たくさんの思い出を作ってください.生真面

目な琴牛活を送った人の方が､後の人生で自身の学生時代を後悔する一方

遊び倒した人は、より幸福な気持ちで人生を過ごすみたいですよ。夷僕が

ライフセービング部を和光大学で作りたいとメールした時に､増島<んが作

りたいと思ったなら、もう和光大学ライフセービング部は出来ているよと

言ってもらったおかげで矢田先生に顧問をお願いし、大会に出場することが

出来ました。

09年入学青木さん★フィットネスｸﾗプ．

☆インストラクター業務が中心の職種に属します。アルバイトスタッフとして3年ほどしか経

験はありませんが、「ありがとう」唐木さんのおかげで○○ができるようになった、ここに来

るのが楽しみになった、目欄達成できた」など感謝の言葉を直接いただけるところが好きです。

一方で、色々なお客様がいらっしゃるので、時には心がズタポロになるくらいのお言葉をいた

だくこともあり、大変なこともありますが、それに優るやりがいと魅力があります。

※和光大学だからこそできる授業の選択と単位の取り方を利用して、他大学のサークルに入っ

てみたり、NYにダンスと英語を学びに行ってみたり、バリにスパトレーニングをうけに行っ

てみたり、就きたい職に就くための下準備をしたりなど、学外での活動や社会人になる前に

やっておきたかったことがたくさんできて、とても満足しています。

◇遊びにしても学びにしても、周りに流されても流されなくても、選択肢のたくさんある和

光大学で悔いの残らない学生生活を▽「寛容で学生に向き合ってくれる先生の揃っている

素敵な学科だったな」と4年間の授業を握り返って感じています。私は念願のやりたい仕事

のできる会社に勤めることができました．胸をはって、私なりに全力で仕事のできる「いい

女」になれるよう精進していきます。笑

08年入学OAさん★社会福祉施設(障害者更生施勘

☆この仕事の好きなところは、とにかく仕事をしていて楽しいことです。一方で、様々な陣がいを持つ利用者が生活して

いるなかで、それぞれ支援の方法が異なり、各利用者と自分との関係性によっても支援の仕方が変わってきます。その関

係性を築き上げることが難しいです。

※毎日が充実していて楽しかった。先生も友達もみんな自分にとって大きな出会いだったと思います。この出会いを今後

も大切にしていきたいです。

◇学生生活4年間、自分次第でいろいろ変わると思う．できるうちにいろんなことに#職してもらいたいですc大学の研究

室は第3くらいの実家だと思っていますもまた、元気な姿を見せに行きます！

08年入学山本<ん★外資系生命保険業。
☆単なる営業ではなく、黄産運用や相続の問題までコンサ

ルタントする仕事ですb自分のテーマとしては、生命保険

を通じてお客様の人生の質の向上に寄与するという考えに

基づき活動中です。専門職なので大変ですが、やりがいと

使命感のある仕事なので、日々奮闘中です。

※入学した際に、1‘2年で卒業単位を取得し3.4年で好き

な事を学ぶというスタイルを目指してやっていたので、

1.2年では卒業単位を中心に。3.4年では興味のある経済学

などの授業を選択していました。周りに甘い学生が多かっ

たのですが、流される性格ではないため予定通りにこなせ

たかなと思います。そし乙サークルにも力をそそいでい

たので、リーグでいい結果が残せた事がすごく今の自信に

もつながっています。

◇「どの大学に行くか､何をやるか」よりも「どう過ごすか」

という事が何よりも大切だと実感しています。周りの環境

に感謝する事を忘れず、今の自分に誇りを持てば、就活や

08年入学猪又<ん★総合ﾘｻｲｸﾙｼｮｯプの店舗ｽﾀｯﾌ。

☆主にバイヤーとして商品の仕入れ､売場作り等を担当していて､普通の販売業とは少し違っ

た仕事をしていま説リユースという形で使った品物のたどり着く末を自分が決められる

ところに楽しさを感じていますも

窯もっと海外へ行って世界を見たかったで寅社会人になるとお金はあるけど、自由に使え

る時間が少なくなります。海外は長期の休暇を使わなければいけないので、ある程度時間

に自由がある学生時代に、もっと世界を見てたくさんの文化を感じたいと少し後悔してい

ます．

◇和光大学は自由で他とは違う大学です。あらゆる学科の淵義が受けられ、興味があればな

んでも学べます．私自身、W学科にいながら、芸術の購義を受けたり、経済の講義を受調

したりしていました。そして､学生と教授の距離が近いのも和光大学ならではと感じました。

今後の人生で必ず良い方向に向かうと思います。

catchthemoment1

09年入学植木<ん★中学の国語教師｡(非常勤で週5）

☆多くの生徒と毎日接するの五それぞれの生徒のことをしっかり考えてあげられるかがポイ

ントになるでしょう。これは大変なことでもあり、この仕事の好きなところでもあります。

※4年前期までは、ひたすら様々な試験勉強や実習に時間を費やしてきました。学年が上がる

に連れ、素暗らしい後輩達が増えていき、大学生活という濃密なイベントを最高に楽しく過ご

せました。そのなかで、自分に対して素直になり、周りの人のことにもしっかりと目を向ける

ことができるようになったと思います。もちろん、自分一人ではなく、たくさんの仲間に支え

てもらい、時には支えてあげながら今日まで来ることができました。本当に皆に塵關ですらこ

の4年間をこの先の人生でもずっと大事にして、将来は息語孫、ひ孫…と学生生活の自慢

鱈をして行きたいです。

◇大学生活では常に挑靭する気持ちが大事だと思います。まして和光大学に入学してきたので

すから、挑鞭しないともったいない。自分は、入学当初は和光大学の良さなんて全然知りま

せんでした．でも今では和光大学の良さのおかげでステップアップできたと思っています

入学の時の面接で何もしゃべれず大橋先生に助けてもらったことが肥憶に新しいです。堂前

先生も優しく質問してくださったので助かりました。教授と学生の距離が近くて学びやすい

環境であることを学年が上がるごとに感じていました。

■

〆

08年入学石川<ん★日本橋にある商社の営業

☆大手企業から町工場や商店ま冠多槌なユーザーを相手に､主に工業素材及

び資材を納入しています。『営業』という仕事の中で感じるのは自由さ。お客

さんが求めるものなら何でも取り扱う事ができる、何でも提案できる、探し方

は問われない､という点でとても自由度の高い職種なのだと感じま魂しかし、

自由であるが故に自らアクションを起こさない限り何も始まらなし、そこに理

由や根拠がなければ雄も相手をしてくれない。常に頭を回転させてアンテナを

張り巡らせて、フットワークを軽くして、そんな毎日に大変さを感じる事もあ

ります6

－38－

※自分にしてはさまざまなことによく首を突っ込んだなと思っていますが、そ

こからもう1ステップ踏み込めばもっと面白くなっただろうに･･･､と今更反省。

教育実習に関しては準備が足りなかったC心も、知蟻も)。関東リーグに関し

ては練習の量と質が足りなかった。遊びに関しては行動鞄囲が足りなかった。

でも、大学にいる時間は本当にかけがえのないものになりました｡

◇遊びも学びも全力でもメリハリを持って。頑張ってるときも頑襲ってないと

きも必ず理由を持ってそうすること．生産性のある毎日を送ってください。お

固い大学の教授像からは良い意味でかけ離れたWの先生方もその距離感が本当

に温かくて居心地が良かった。愛のあるご指導､本当にありがとうございますb
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学科関連のオリジナルページです。即時性はfacebookに劣り

ますが、在学生向けの勺，ウンロードできる資料もア'yプするこ

とがありますし、W新聞やシンポジウムの報告書などもここか

ら閲覧や勺'ウンロードが可能です。
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W学科に関連した行事などを、多くIさ写真付で随時ア肌ノブしてL､まず。

在学生も意外に見えてL､なし､行事もあるはず。是非､「いいね／」をして、

せっかくすご､している環境の情報を見逃さなし､ようにしましょう･
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弛域。流域共牛ヤンター ホ ムページー

(http://www.ryuiki-wako.jp)

大学周辺地域との協力関係を活かした環境教育、地域貢献は2008年度文

部科学省r質の高し､大学教育推進プログラム」（教育GP)に採択されました。

これによりr和光大学足もとからの環境共生プロジェノフト」がスタート、

－，－．．－．‐・地域・流域共生センターがオープンしました。

さまざ､まぢイベントのお知らせのほか、同HPのr活動ブログ，」は

鰯w学科の卒業生が主に発信しています｡ぜひこ.覧＜ださ､､。
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イラスト:W学科卒業生斉藤透氏
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和光大学身体環境共生学科

改訂にあたっての艫集／おてつだし、：渡辺美里


